
「生き生き土曜学級　ーカルチャー教室ー」開設「生き生き土曜学級　ーカルチャー教室ー」開設 3 P3 P
平成平成1717年　交通事故発生状況年　交通事故発生状況 4~5 P4~5 P
平成平成1818年度　前期講座のご案内年度　前期講座のご案内 16~17 P16~17 P
下水道　いつか私にもどる水下水道　いつか私にもどる水 20~21 P20~21 P

「生き生き土曜学級　ーカルチャー教室ー」開設 3 P
平成17年　交通事故発生状況 4~5 P
平成18年度　前期講座のご案内 16~17 P
下水道　いつか私にもどる水 20~21 P

O  G  U  C  H  I

2 0 0 6  A P R I L

N o . 5 6 6

P I C K - U P

  4月

あなたと町 を つ なぐ情 報 紙

広 

報

お茶で知る「和」のこころ ―

最初はぎこちなかった園児たちも

だんだん立ち振る舞いが様になってきました



日 月 火 水 木 金 土

3/26

2

9

16

23

30

28

4

11

18

25

2

29

5

12

19

26

3

30

6

13

20

27

4

31

7

14

21

28

5

27

3

10

17

24

5/1

4/1

8

15

22

29

6

すずいクリニック

柳瀬医院

宮川クリニック

久松内科クリニック

佐野医院

さくら病院

寺田循環器科／内科

さくら病院 神尾外科 江口医院

・10か月児健診（10）
・歩く健康のつどい（10）
・あそびの日（18）

・4か月児健診（10）
・ブックスタート（23）
・心配ごと相談（24）
・登記相談（24）
・こいのぼり（18）

・歩く健康のつどい（10）
・ドッチビーの日（18）

・母子健康手帳交付説明会（10）
・厚生年金相談（24）
・狂犬病予防注射（13）
・けん玉検定日（18）

・ＮＰＯ活動支援
　制度説明会（26）

・伝統芸能発表会（12）
・縄ない体験（3月号）

・おはなしエプロン（23）

・妊婦歯科健診（10）
・健康相談（10）
・ひだまりの会（10）
・家庭児童相談（24）

・パパママ教室（10）
・フレッシュママの会（10）
・健康相談（10）
・ひだまりの会（10）

・普通救命講習会
　大口出張所（7）
・おりがみ教室（18）
・パソコン（18）
・こいのぼり作り（18）
・ビーズ作り（18）

・パソコン（18）
・ハピスマ作り（18）
・ボールカステラ作り（18）

・健康相談（10）
・生ポリオ第1回（9）
・中学校入学式（27）
・入学進級を祝う会（18）

・健康相談（10）
・狂犬病予防注射（13）

・子育て相談室（10）
・小学校入学式（27）

・母子健康手帳交付説明会（10）・ドッジボ－ルの日（18）
・厚生年金相談（24）

・1歳6か月児健診（10）
・狂犬病予防注射（13）
・運動あそび（18）
・玉入れ（18）

・歯科健診（10）
・もぐもぐ教室（10）
・心配ごと相談（24）
・多重債務者相談（24）
・狂犬病予防注射（13）

・3歳児健診（10）
・心配ごと相談（24）
・多重債務者相談（24）

・子育て相談室（10）
・法律相談（24）
・狂犬病予防注射（13）
・けん玉検定日（18）

・乳児ＢＣＧ（9）
・心配ごと相談（24）

・しなやかお達者の会（10）
・生ポリオ第2回（9）
・ジャンボわなげ（18）
・缶つみ（18）

・しなやかお達者の会（10）
・消費生活相談（24）
・1年生歓迎会（18）
・ジャンボわなげ（18）
・缶つみ（18）

休休
日日
診診
療療

診
療
時
間

午
前
９
時
か
ら
正
午
　
午
後
２
時
か
ら
５
時

救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー（
夜
間
）

2
０
５
８
６
―

72
―

１
１
３
３

NO.566

▲うまくできるかな？（西児童センターまつり）

（ ）内はページ数です

月　日   

4月2日

9日

16日

23日

29日

30日

5月3日

4日

5日

電　話  

93-5858

93-7771

93-8372

95-3179

92-3331

95-6711

95-6711

93-0137

93-2626

　　病院・医院名

柳瀬医院

宮川クリニック

久松内科クリニック

佐野医院

寺田循環器科・内科

さくら病院

さくら病院

神尾外科

江口医院

納期限
　税務課収納窓口の延長　28日（金）午後7時まで
　開設　2日（日）、30日（日）午前10時から午後2時

●固定資産税（全期前納・1期）
●下水道使用料（1期）
●農業集落家庭排水使用料（1期）

5月1日（（月）



3 平成18年4月号

指
導
方
針

▼
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
主
体
的

な
学
習
内
容
で
す

▼
基
礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着

を
図
り
ま
す

▼
一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た
個
別

支
援
を
展
開
し
ま
す

▼
社
会
性
を
育
む
た
め
、
愛
知

県
ユ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
企
画
・

指
導
に
よ
る
仲
間
遊
び
を
位

置
づ
け
ま
す

▼
児
童
・
保
護
者
・
地
域
等
の

声
を
踏
ま
え
て
学
習
内
容
の

充
実
を
図
り
ま
す

指
導
体
制

▼
指
導
者
は
、
経
験
豊
富
な
円

熟
し
た
教
師
で
す

▼
指
導
者
を
補
助
す
る
学
習
支

援
者
は
、
多
数
の
情
熱
あ
ふ

れ
る
教
師
志
望
の
大
学
生
で

す
参
加
費
用

▼
年
間
登
録
費
　
７
０
０
円

（
保
険
料
含
む
）

▼
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
寺
子
屋

教
室
　
１
か
月
１
６
８
０
円

（
教
材
費
含
む
・
税
込
）

▼
ア
ー
ト
教
室
　
１
か
月
８
４

０
円
（
材
料
費
含
む
・
税
込
）

申
込
み

各
小
学
校
で
、
４
月
か
ら
申

込
み
案
内
書
を
児
童
に
配
布
し

ま
す
。

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ・
寺
子
屋
教
室

ア
ー
ト
教
室

内容および日程 場所 実施日 対象

英語に親しむ、英語で遊ぶ

創る喜び、描く喜び

創って遊ぶ、みんなと遊ぶ、読書等

楽しくみんなで遊ぶ

計算を楽しむ（算数）
言葉で遊ぶ（国語）
午前11時30分　終了

午前11時30分　終了

午前9時30分から イングリッシュタイム

午前10時15分から コミュニティタイム

午前10時15分から コミュニティタイム

午前10時45分から 寺子屋タイム

午前9時30分から アートタイム

午前10時45分から アートタイム

各
小
学
校

西
小
学
校

毎月2回

原則
第2土曜日
第4土曜日

午前9時30分
から11時30分

毎月1回

原則
第1土曜日

午前9時30分
から11時30分

各小学校
3年生約20名
4年生約20名

小学5・6年生
約20名
（町内全体で）

教室

　大口町の子どもたちは、どのような休日を過ごし　大口町の子どもたちは、どのような休日を過ごし
ているのでしょうか？ているのでしょうか？
　大口町教育委員会およびＮＰＯ法人ウィル大口ス　大口町教育委員会およびＮＰＯ法人ウィル大口ス
ポーツクラブでは、子どもたちの心身の健全育成をポーツクラブでは、子どもたちの心身の健全育成を
目指す「生き生き土曜学級　―カルチャー教室―」を目指す「生き生き土曜学級　―カルチャー教室―」を
開設し、子どもたちの生涯学習の基礎づくりの場を開設し、子どもたちの生涯学習の基礎づくりの場を
提供していきたいと考えています。提供していきたいと考えています。

　大口町の子どもたちは、どのような休日を過ごし
ているのでしょうか？
　大口町教育委員会およびＮＰＯ法人ウィル大口ス
ポーツクラブでは、子どもたちの心身の健全育成を
目指す「生き生き土曜学級　―カルチャー教室―」を
開設し、子どもたちの生涯学習の基礎づくりの場を
提供していきたいと考えています。

楽しみな
がら学ぶ「学習

プログラム」を組み立
て、一人ひとりを個別に
支援する教室です。
また、ふれあいの場として
の仲間遊びなどを通して、
社会性や思いやりの
心を育てます。

事
業
主
体

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
ウ
ィ
ル
大
口

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

後
援

大
口
町
教
育
委
員
会

事
業
事
務
局
お
よ
び
問
合
せ
先

温
水
プ
ー
ル
２
階
　
生
涯
学
習
課

2
９５
―

３
１
５
５

６
月
か
ら



平成18年4月号 4

文

文

文

文

文

役

1010件10件

R41R41R41

R155R155R155

大口南小大口南小大口南小

大口中学大口中学大口中学
役場役場役場

大口西小大口西小大口西小

大口北小大口北小大口北小
大口北部中学大口北部中学大口北部中学

1111件11件

4件4件

4件4件

3件3件

3件3件

2020件20件

9件9件

6件6件

5件5件

★事故多発か所（人身事故）

区　分

平成17年

平成16年

増　減

　　　

265件

316件

－ 51件

件　数
　　　

2人

1人

＋ 1人

死　者 　　　

10人

12人

－ 2人

重傷者 　　　

324人

398人

－ 74人

軽傷者 　　　

1,069件

1,042件

＋ 27件

人　数

人身事故

物損事故

事
故
の
発
生
状
況

平成平成1717年

交
通
事
故
発
生
状
況

交
通
事
故
発
生
状
況

平
成
１７
年
中
に
町
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故
件
数
は
、
人
身
・
物
損

事
故
を
合
わ
せ
る
と
１
３
３
４
件
と
な
り
、
昨
年
と
比
べ
る
と
２４
件
の

減
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
内
訳
は
物
損
事
故
が
１
０
６
９
件
（
昨
年
比

２７
件
増
）、
人
身
事
故
が
２
６
５
件
（
昨
年
比
５１
件
減
）
と
人
身
事
故

は
減
少
し
ま
し
た
が
、
物
損
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
常
に
ゆ
と
り
を

持
っ
て
、
安
全
確
認
を
お
こ
た
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

人×車両　12件（4.5％）

車両×車両（正面衝突）
3件（1.1％）

車両×車両（側面衝突）
22件（8.3％）

車両×車両（接触）
3件（1.1％）

車両×車両（その他）
32件（12.1％）

車両単独（路外逸脱）
1件（0.4％）

車両単独（衝突）
4件（1.5％）

合計
265件

車両×車両（出合頭衝突）車両×車両（出合頭衝突）
9898件（件（37.037.0％）％）

車両×車両（出合頭衝突）
98件（37.0％）車両×車両（追突）車両×車両（追突）

9090件（件（34.034.0％）％）
車両×車両（追突）
90件（34.0％）

★事故の内容

合計
265件

その他
1件（0.4％）

自動車×自動車自動車×自動車
203203件（件（64.264.2％）％）
自動車×自動車
173件（65.3％）

自動車×自二輪自動車×自二輪
3232件（件（12.112.1％）％）
自動車×自二輪
32件（12.1％）

自動車×自転車自動車×自転車
4242件（件（15.815.8％）％）
自動車×自転車
42件（15.8％）

自動車×歩行者自動車×歩行者
1212件（件（4.54.5％）％）
自動車×歩行者
12件（4.5％）

車両単独
5件（1.9％）

★当事者別発生状況

その他
4件（1.5％）

国道国道
9292件（件（29.129.1％）％）

国道
69件（26.0％）

県道県道
1818件（件（6.86.8％）％）
県道

18件（6.8％）

町道町道
174174件（件（65.765.7％）％）

町道
174件（65.7％）

合計
265件

★道路別発生状況

★平成17年事故発生件数



5 平成18年4月号
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★月別発生状況 （合計265件）
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10

★時間別発生状況　(人身事故　合計336人）

合計
336人

成人（25～64歳）
225人（67.0％）

若者（若者（1616～2424歳）歳）
6969人（人（20.520.5％）％）
若者（16～24歳）
69人（20.5％）

子ども（子ども（1515歳以下）歳以下）
2525人（人（7.47.4％）％）

子ども（15歳以下）
25人（7.5％）

老人（老人（6565歳以上）歳以上）
1717人（人（5.15.1％）％）
老人（65歳以上）
17人（5.0％）

★加害者の年代別

合計
265人

成人（成人（2525～6464歳）歳）
222222人（人（70.370.3％）％）
成人（25～64歳）
199人（75.1％）

若者（若者（1616～2424歳）歳）
4343人（人（16.216.2％）％）
若者（16～24歳）
43人（16.2％）

老人（老人（6565歳以上）歳以上）
2020人（人（7.57.5％）％）
老人（65歳以上）
20人（7.6％）

子ども（15歳以下）
3人（1.1％）

★死傷者の年代別

合計
260件

大口町
58件（22.3％）

扶桑町扶桑町
2121件（件（8.18.1％）％）
扶桑町

21件（8.1％）

江南市江南市
3131件（件（11.911.9％）％）
江南市

31件（11.9％）
犬山市

36件（13.8％）

小牧市小牧市
2727件（件（10.410.4％）％）
小牧市

27件（10.4％）

岩倉市
2件（0.8％）

他の県内他の県内
6060件（件（23.123.1％）％）
他の県内

60件（23.1％）

県外県外
2525件（件（9.69.6％）％）
県外

25件（9.6％）

★被害者の住所地別

事
故
の
分
析
結
果

大口町
50件（18.9％）

合計
265件

扶桑町扶桑町
1717件（件（6.46.4％）％）
扶桑町

17件（6.4％）

江南市江南市
2929件（件（10.910.9％）％）
江南市

29件（10.9％）

犬山市犬山市
2929件（件（10.210.2％）％）
犬山市

29件（10.9％）小牧市小牧市
2727件（件（10.210.2％）％）
小牧市

27件（10.2％）

岩倉市
3件（1.1％）

他の県内他の県内
6161件（件（23.023.0％）％）
他の県内

61件（23.0％）

県外県外
4949件（件（18.518.5％）％）

県外
49件（18.6％）

★加害者の住所地別

合計
336人

日
39人

（11.6％）

月
5757人

（17.017.0％）％）

月
57人

（17.0％）

水
50人

（14.9％）

金
4343人

（12.812.8％）％）

金
43人

（12.8％）

土
3939人

（11.611.6％）％）

土
39人

（11.6％）

火
4343人

（12.812.8％）％）

火
43人

（12.8％）

木
6565人

（19.319.3％）％）

木
65人

（19.3％）

★曜日別発生状況

平
成
１７
年
に
町
内
で
発
生
し
た
事
故

の
う
ち
、
町
道
で
の
事
故
は
６５
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
２
件
の
死
亡
事
故
も
、

い
ず
れ
も
町
道
で
の
事
故
で
し
た
。
ま

た
、
大
口
町
は
企
業
が
多
い
た
め
、
平

日
の
通
勤
時
間
帯
に
事
故
が
多
発
す
る

傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。

平
成
１７
年
中
の
事
故
発
生
件
数
を
１

日
あ
た
り
で
換
算
す
る
と
、
町
内
で
毎

日
、
人
身
事
故
が
１
件
と
物
損
事
故
が

３
件
お
き
て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

昨
日
ま
で
幸
せ
だ
っ
た
あ
な
た
が
、

事
故
で
人
生
を
狂
わ
せ
て
し
ま
わ
な
い

よ
う
、
一
人
ひ
と
り
が
責
任
あ
る
行
動

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

役
場
　
行
政
課

2
９５
―

１
１
１
１
　
内
線
１
１
１

※交通事故死者数
全　国 6,871人（昨年比　ー487人）

愛知県 351人（昨年比　 －17人）

※車両単独事故5件を除く



問
要
領
が
悪
く
、
何
を
す
る
の
に
も

時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
の
で
心
配

で
す
が
…
。

答答
大
人
は
、『
時
間
に
間
に
合
う
よ
う

に
』『
み
ん
な
と
一
緒
に
で
き
る
よ

う
に
』
と
、
急
い
だ
り
時
間
に
合
わ
せ
た

り
し
ま
す
が
、
幼
児
は
常
に
マ
イ
ペ
ー
ス

で
す
。
幼
児
に
と
っ
て
急
ぐ
理
由
は
何
も

な
い
か
ら
で
す
。

早
く
、
う
ま
く
で
き
る
こ
と
よ
り
も
、

自
分
で
行
動
し
、
自
分
の
力
で
や
り
遂
げ

る
充
実
感
を
味
わ
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
体
験
が
、
次
に
行
動
す
る
意
欲
と
な

っ
て
い
き
ま
す
。

し
か
し
場
合
に
よ
っ
て
は
、
時
間
を
決

め
て
行
動
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
も
、
な
ぜ
そ
の
時
間
ま
で

に
行
動
す
る
の
か
、
幼
児
自
身
が
理
解
し

て
い
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
ひ
と
つ
歳
を
授
か
る
寒
の
明
け

丹
羽
　
寿
子

寒
明
け
て
雨
の
花
彩
な
ほ
深
し

佐
竹
　
悦
子

寒
明
け
の
川
面
ち
ら
ち
ら
眩
し
か
り

丹
羽
　
清
声

寒
明
や
隠
居
部
屋
か
ら
笑
い
声

田
山
地
美
名

故
郷
へ
飛
ぶ
寒
明
の
空
ま
ぶ
し

安
莊
　
志
保

寒
明
や
姿
増
し
お
り
池
の
鯉

県
　
　
弘
子

《
要
領
の
悪
い
子
》》

平成18年4月号 6

※写真と本文は関係ありません。

昨
年
１
年
間
で
、
丹
羽
消
防
署
管
内
で

は
１
８
１
９
件
（
前
年
比
１
５
８
件
増
）

の
救
急
車
の
出
動
が
あ
り
、
１
８
５
８
人

（
前
年
比
１
６
３
人
増
）
の
傷
病
者
が
病
院

に
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。

出
動
し
た
お
も
な
種
別
は
、
急
病
が
１

１
１
２
件
（
１
０
８
４
名
）
で
半
数
以
上

を
占
め
、
続
い
て
交
通
事
故
が
３
１
０
件

（
４
０
０
名
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

傷
病
の
程
度
に
つ
い
て
は
、
１
８
５
８

名
中
、
半
数
以
上
の
５３
％
に
あ
た
る
９
８

８
名
が
、
入
院
の
必
要
の
な
い
軽
症
と
な

っ
て
い
ま
す
。

救
急
車
は
、
緊
急
に
処
置
を
必
要
と
す

る
方
を
病
院
へ
運
ぶ
た
め
の
も
の
で
す
。

必
要
な
人
が
必
要
な
時
に
使
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
適
正
利
用
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
消
防
署
で
は
、
休
日

や
夜
間
に
受
診
で
き
る
医
療
機
関
の
問
い

合
わ
せ
に
２４
時
間
対
応
し
て
い
ま
す
。
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

丹
羽
消
防
署
　
警
防
課

2
９５
―

５
１
５
１

平
成
１７
年
救
急
統
計
か
ら

救救
急急
車車
はは
緊緊
急急
車車
両両
でで
すす
！！

■平成17年　救急出動件数
火災
1件

交通交通
310310件
交通
310件

労働災害
29件

運動競技
14件一般負傷一般負傷

239239件
一般負傷
239件

加害
3件

自損行為
20件

急病急病
1,1121,112件
急病
1,112件

その他
91件

合計
1,819件

■平成17年　けが人・病人の程度別割合

合計
1,858人 軽症軽症

988988人
53.253.2％

軽症
988人
53.2％

中等症中等症
671671人
36.136.1％

中等症
671人
36.1％

重症重症
164164人
8.88.8％

重症
164人
8.8％

死亡
35人
1.9％

軽　症 ： 入院の必要
　　　　のないもの
中等症 ： 3週間未満の
　　　　入院が必要なもの
重　症 ： 3週間以上の
　　　　入院が必要なもの



耕
運
機
あ
と
に
群
が
る
小
鳥
た
ち

川
手
　
一
海

立
春
を
過
ぎ
て
心
は
旅
プ
ラ
ン

権
藤
　
富
子

黒
豆
を
選
り
つ
つ
母
の
日
向
ぼ
こ

佐
竹
起
代
子

道
草
も
時
に
は
し
た
い
塾
通
い

土
田
千
惠
子

お
茶
飲
め
ば
同
じ
世
代
の
長
ば
な
し

長
野
　
ま
す

求
職
の
子
へ
切
り
抜
き
の
ア
ド
バ
イ
ス

八
木
百
合
子

グ
ル
ー
プ
の
写
真
自
分
を
ま
ず
探
し

吉
田
　
雄
亮

子
の
風
邪
に
今
度
は
パ
パ
の
取
る
休
み

岡
山
知
恵
子

童
心
に
返
る
夫
の
手
を
握
り

安
藤
　
久
子

奉
納
の
餅
な
り
杵
に
願
い
込
め

平
尾
　
幸
助

自
転
車
で
気
分
転
換
冬
の
道

石
川
千
世
子

亡
き
父
の
古
手
袋
に
見
る
労
苦

大
脇
　
蕗
葉

手
袋
を
脱
ぎ
つ
つ
会
釈
し
て
ゐ
た
り

土
川
喜
一
郎

さ
よ
な
ら
と
赤
き
手
袋
振
る
子
か
な

恒
川
　
　
子

手
袋
も
し
て
ね
る
老
い
と
な
り
に
け
り

竹
内
　
春
美

立
番
の
白
手
袋
の
婦
警
か
な

酒
井
せ
い
女

手
袋
を
ひ
と
り
で
は
め
し
と
見
せ
に
来
し

沢
田
扶
左
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
小
さ
な
お
手
手
へ
手
袋
を

宮
下
喜
代
子

春
寒
や
老
躯
い
と
へ
と
子
の
便
り

川
瀬
　
春
海

シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
河
原
に
あ
り
て
春
の
霜

荒
谷
富
美
子

冬
銀
河
駅
ま
で
二
キ
ロ
道
づ
れ
に

屋
代
　
和
女

鰐
口
の
雪
を
降
ら
せ
て
合
掌
す

神
谷
　
さ
ち

野
佛
に
五
円
拾
円
春
う
ら
ら

野
田
　
信
子

道
粗
神
頬
に
冬
日
の
暖
か
く

梅
田
　
康
子
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消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
火
災
の
発
生

を
い
ち
早
く
知
り
、
火
災
か
ら
大
切
な
生

命
を
守
る
た
め
、
一
般
家
庭
に
『
住
宅
用

火
災
警
報
器
』
の
設
置
が
必
要
と
な
り
ま

し
た
。

設
置
の
義
務
化
が
６
月
に
迫
り
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
義
務
を
理
由
に
、

悪
質
な
訪
問
販
売
が
多
発
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

す
で
に

▼
市
場
価
格
を
超
え
た
不
適
正
な
価
格
で
の

販
売

▼
強
引
な
販
売

▼
必
要
な
性
能
を
満
た
し
て
い
な
い
製
品
の

販
売

▼
消
防
職
員
を
装
っ
た
訪
問
販
売

な
ど
の
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
防
署
が
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
販
売

を
お
こ
な
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
多
く
は
、
自
分
で
設
置

が
可
能
な
も
の
で
、
今
後
は
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
や
家
電
量
販
店
な
ど
で
容
易
に
購
入
で

き
る
予
定
で
す
。
設
置
を
業
者
に
依
頼
す

る
場
合
は
、
事
前
に
見
積
も
り
を
取
り
、

工
事
内
容
を
よ
く
確
認
し
て
か
ら
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、『
住
宅
用
火
災
警
報
器
』
の
訪
問

販
売
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
の
対
象

に
な
り
ま
す
。
悪
質
な
訪
問
販
売
等
で
困

っ
た
場
合
は
、
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
や
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
、
町
消
費
生
活
相
談
な
ど

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

丹
羽
消
防
署
　
消
防
課

2
９５
―

５
１
５
８

住まいの
防火

丹羽消防署 消防課
95-5158

悪
質
な
訪
問
販
売
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

丹
羽
消
防
署
で
は
、
人
工
呼
吸
や
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
の
使
い
方
を
学
べ
る
救

命
講
習
会
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。

―
普
通
救
命
講
習
会
―

日
時
　
４
月
１５
日
G

午
前
９
時
か
ら
正
午

場
所
　
丹
羽
消
防
署
　
大
口
出
張
所

※
２
名
以
上
で
あ
れ
ば
、
都
合
の
よ
い

日
時
に
受
講
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

丹
羽
消
防
署
　
本
署

2
９５
―

５
１
５
１

丹
羽
消
防
署
　
大
口
出
張
所

2
９５
―

０
１
１
９



申込みおよび問合せ先
294―0051
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予
防
接
種
は
、
病
気
を
予
防
し
、
流
行

を
抑
え
る
た
め
に
お
こ
な
う
も
の
で
す
。

大
切
な
お
子
さ
ん
を
恐
ろ
し
い
病
気
か

ら
守
る
た
め
に
は
、
予
防
接
種
に
対
す
る

お
母
さ
ん
の
正
し
い
知
識
と
判
断
が
必
要

で
す
。
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
配
布
す
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
よ
く
読
み
、
最
適
な
時

期
に
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
４
月
１
日
か
ら
個
別
接
種
の
内

容
を
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

▽
麻
し
ん
と
風
し
ん
の
予
防
接
種
は
、
混
合

ワ
ク
チ
ン
で
の
２
回
接
種
に
な
り
ま
す

▽
年
間
を
通
じ
て
接
種
で
き
ま
す

▽
大
口
町
、
扶
桑
町
の
医
療
機
関
に
加
え
、

江
南
市
お
よ
び
犬
山
市
の
医
療
機
関
で
も

接
種
で
き
ま
す

※
詳
し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

※標準的な接種年齢で接種できなかった場合でも、対象年齢（「予防接種と子どもの健康」参照）であれば接種できます。
※麻しんまたは風しんの単独ワクチンを接種した方は、混合ワクチンを接種することはできません。

※日本脳炎は平成17年5月
　から引き続き接種を見合
　わせています。

集団接種

個別接種

保健センター

予防接種の種類 接種方法 接種会場 標準的な接種年齢 間隔と回数 接種期間

BCG

ポリオ
（急性灰白髄炎）

三種混合
百日咳
ジフテリア
破傷風

麻しん・風しん
混合（MR）

日本脳炎

生後3か月～6か月

生後3か月～18か月

1期初回

1期追加

第1期

第2期

生後3か月

～12か月

生後18か月

～30か月

生後12か月

～24か月

小学校就学

前の1年間

1期初回　 　 3 歳

1期追加　 　 4 歳

〈大口町〉
今井医院
佐野医院
さくら病院
すずいクリニック
やまだクリニック
つくしこどもクリニック
〈大口町以外〉
扶桑町、江南市、犬山市
の指定医療機関

※事前に医療機関に
　予約してください

　　　  1回

6週間以上の間隔で

　　　  2回

3～8週間の間隔で

　　　  3回

1期3回目終了後、
12～18か月の間に

　　　  1回

  　　　1回

　　　  1回

1～4週間の間隔で

  　　　2回

1期初回終了後、概ね
1年おいて

　　  　1回

接種日程表、または衛生カレンダー

をご覧ください。

※接種日程表は、お子さんの予防
　接種状況とともにお送りしてい
　ます。

　4月1日～平成19年3月31日



日
時
お
よ
び
対
象

●
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
第
１
回
）

▽
４
月
７
日
F

平
成
１７
年
６
月
１
日
か

ら
３０
日
生
ま
れ
の
乳
幼
児

●
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
第
２
回
）

▽
４
月
２４
日
B

平
成
１６
年
１２
月
１
日
か

ら
平
成
１７
年
１
月
３１
日
生
ま
れ
の
乳
幼

児
●
乳
児
Ｂ
Ｃ
Ｇ

▽
４
月
１２
日
D

平
成
１７
年
１２
月
１
日
か

ら
３１
日
生
ま
れ
の
乳
幼
児

※
受
付
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
か
ら
２
時

※
対
象
以
外
の
方
は
電
話
等
で
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

保
護
者
の
方
へ

体
調
が
心
配
な
時
は
、

か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
予
診
票
お
よ
び
母
子
手

帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

毎
月
２
回
、
第
２
・
４
木
曜
日
に
保
健

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
て
い
た
「
子
育
て
相

談
室
」
を
４
月
か
ら
第
１
・
３
木
曜
日
に

変
更
し
ま
す
。
第
３
木
曜
日
は
予
約
制
で

す
の
で
、
子
育
て
に
つ
い
て
ゆ
っ
く
り
相

談
し
た
い
方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
親
子
ふ
れ
あ
い
広
場
は
第
１
・
３
木
曜

日
と
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

94―005194―0051

集
団
予
防
接
種
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子
育
て
相
談
室
日
程
変
更

「
私
の
健
康
」
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

「
健
康
で
笑
顔
の
お
お
ぐ
ち
　
今
日
も

元
気
　
明
日
も
元
気
」
を
目
指
し
、
健
康

づ
く
り
の
輪
を
広
げ
る
た
め
に
、
今
月
か

ら
「
私
の
健
康
」
コ
ー
ナ
ー
が
始
ま
り
ま

し
た
！
日
々
の
生
活
の
中
で
、
健
康
の
た

め
に
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
な
ど
を
ご
紹

介
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格

町
内
に
お
住
ま
い
の
方

応
募
内
容

原
稿
（
２
０
０
文
字
程
度
）

と
原
稿
に
関
わ
る
写
真
数
点

応
募
方
法

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職

業
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
保
健
セ

ン
タ
ー
ま
で
郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は

直
接
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
写
真

の
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
他

採
用
作
品
の
権
利
は
大
口
町
に

帰
属
し
ま
す
。
ま
た
、
掲
載
に
あ
た
り

一
部
手
を
加
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応
募
お
よ
び
問
合
せ
先

〒
４
８
０
―
０
１
２
６

大
口
町
伝
右
一
丁
目
３５
番
地

保
健
セ
ン
タ
ー
「
私
の
健
康
」
係

2
９４
―

０
０
５
１

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kenkou@
tow
n.oguchi.lg.jp

Vol.1

「私の健康」第1
回目は、「健康おおぐ
ち21」の推進に活躍中、
「健康クラブ笑顔21」
の葉栗さんです！

『
心
も
体
も
健
康
に
』
と
日
々
少
し
ず

つ
努
力
し
て
い
ま
す
。
３
年
ほ
ど
前
、
正

座
が
で
き
な
い
ほ
ど
に
膝
を
痛
め
、
随
分

辛
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
整
形
に
通
い
ま

し
た
が
、
足
の
筋
力
を
つ
け
る
た
め
の
リ

ハ
ビ
リ
と
、
少
々
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
だ
け
で

し
た
。
な
ら
ば
生
活
の
中
で
と
、
週
一
度

体
操
教
室
に
通
い
、
覚
え
た
種
目
を
毎
日

繰
り
返
し
ま
し
た
。
今
は
少
し
の
時
間
正

座
が
で
き
ま
す
。
だ
け
ど
無
理
は
禁
物
！

正
座
の
時
は
『
大
き
な
お
尻
』
の
下
に

『
小
さ
な
椅
子
』
を
使
っ
て
い
ま
す
（
笑
）

葉栗晴美さん（余野）



94―005194―0051

江
南
保
健
所
で
は
、
次
の
と
お
り
各
種

相
談
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

栄
養
相
談
と
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
の
曜
日

を
平
成
１８
年
４
月
か
ら
変
更
し
ま
す
の
で
、

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
検
便
（
細
菌
・
虫
卵
）
と
水
質
検

査
は
、
祝
日
の
あ
る
週
や
年
末
年
始
に
は

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か

じ
め
保
健
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

江
南
保
健
所

2
５６
―

２
１
５
７

　　行　　　　事

4か月児健診

10か月児健診

1歳6か月児健診

3歳児健診

母子健康手帳交付説明会

妊婦歯科健診（要予約）

パパママ教室（育児編）

フレッシュママの会

子育て相談室

歯科健診

もぐもぐ教室（要予約）

保健師・栄養士
による健康相談

歩く健康のつどい

ひだまりの会
（中小口地区コミュニティーセンター）

しなやかお達者の会
（余野学共施設）

受付時間

午後1：00
～1：30

午後1：00
～1：30

午後1：00
～1：30

午後1：00
～1：30

午前9：45
～10：00

午後1：00
～1：30

午後1：15
～1：30

午後1：30
～2：00

午前9：30
～11：30

午後1：00
～1：30

午前9：15
～9：30

午前9：30
～11：30

午前9：30
～9：45

午前10：00

午前10：00

　　　　　対 　 象 　 者 　 等

17年12月生まれの乳児および未受診児
※個別通知をご確認ください

17年6月生まれの乳児

16年10月1日から15日生まれの幼児および未受診児

15年3月生まれの幼児および未受診児

母子健康手帳発行、妊娠初期の保健指導

妊婦（母子健康手帳と筆記用具持参）

妊娠中の夫婦・妊婦（母子健康手帳と筆記用具持参）

生後1～3か月頃の乳児とお母さん
（母子健康手帳を持参）

保健師・栄養士・助産師による、子どもの身長・体重測定
育児や発育に応じた相談と妊婦相談（20日は要予約）

2歳・2歳6か月児および未受診児

生後8～10か月の乳児とその保護者
離乳食中期から後期のお話と調理実習（家族の食事からの取り分け方）

生活習慣病予防、食生活改善、その他健康についての相談

血圧測定、尿検査、ストレッチ体操、1時間歩行など

ご家庭から外出する機会の少ない方を対象に、レクリエー
ション・筋力トレーニング等介護予防活動をおこないます。

介護予防のための筋力トレーニングを中心とした
運動・その他レクリエーションをおこないます。

日／曜

26（水）

11（火）

18（火）

5（水）

3（月）
17（月）

14（金）

28（金）

28（金）

6（木）
20（木）

19（水）

19（水）

11（火）
25（火）

14（金）
28（金）

10（月）
24（月）

毎週金曜日

江
南
保
健
所
各
種
相
談

種　別 曜　日 受付時間

事業所等定期検診

精神保健福祉相談

栄養相談

歯科相談

水質検査

検便（細菌・虫卵）

ＨＩＶ抗体検査

予
　
　
約
　
　
制

毎月第1・3水曜日

毎月第1・2・4金曜日

毎月第3水曜日

毎月第1水曜日

毎週火曜日

毎週火曜日

毎週月曜日

午前9時から11時

午後1時30分から2時30分

午前9時から11時

午前9時から11時

午前9時から11時30分

午前9時から11時30分

午後1時から4時

平成18年4月号 10



みんな
でつなげよう　健康の輪

問合せ先　保健センター 294―0051

健康おおぐち21　シンボルマーク

楽しく健康的に飲めるお酒の適量を知ろうアルコールの目標

おつまみのポイントは『低カロリー』『高たんぱく』
　「おつまみが肥満の原因なら、食べずに飲めばいいんじゃ
ないの？」と思うかもしれませんが、これも体によくありません。
空腹の状態でお酒を飲むとアルコールが吸収されやすくなる
ため、血中アルコール濃度が急激に上昇します。また、胃腸を
強く刺激するため、胃腸の粘膜を荒らす原因にもなります。
　これらを防ぐには、栄養バランスのとれたおつまみを一緒
に食べることがポイント。特にたんぱく質やビタミン類を豊富
に含んだものがおすすめです。脂っこい料理をつまみとして
食べていると、肥満につながるのでご注意を！

休肝日をつくろう！
　適量とされるアルコール量でも、肝臓がすべて代謝し終え
るのには約24時間かかるとされています。毎日晩酌をする人
は、肝臓が休みなくアルコールの分解を続けていることになり
ます。
　理想的には、48時間（連続2日間）まったくアルコールを飲
まない日を作ると、後半の24時間は肝臓を休めてあげること
ができます。

楽しく健康的に飲めるアルコールの適量を知ろう！
　個人差はありますが、通常のアルコール代謝機能をもった
日本人の適量は右のとおりです。

意！アルコールと肥満
アルコールは、1gあたり約7kcalです。
　ちなみに炭水化物やたんぱく質は4kcal、脂肪は9kcalなの
で、アルコールはかなり高いエネルギー量といえるでしょう。
　しかし、アルコールのエネルギーは体の中で熱になるだけで、
体に蓄積されません。そのため『エンプティーカロリー』と呼
ばれています。お酒を飲んで肥満になるのは、お酒と一緒に食
べた『おつまみ』のカロリーが体内に蓄積するためです。しか
もアルコールは、食事でとった脂肪の代謝を抑制することから、
中性脂肪が増える『高脂血症』の重要な原因とされています。

マナーを守ろう！
　妊娠中の女性や未成年など、「お酒を控えな
ければならない人」「飲んではいけない人」がい
ます。そのような人にお酒を飲ませないようにす
ることも、大切なマナーの一つです。

4月1日～30日は『未成年飲酒防止強調月間』
です。お酒は二十歳になってから。
マナーを守って、お酒の席を楽しく過ごしまし
ょう。

お酒の1日の適量

ビール
中ビン1本
500ml

清酒
1合
180ml

43度ウィスキー
ダブル1杯

25度焼酎
コップ1杯
100ml

ワイン
グラス2杯
200ml

4月は歓迎会やお花見など、なにかとお酒を飲む機会が多くなる季節。
アルコールは、適量であれば気持ちをリラックスさせ、疲労回復、食欲増進、さらには人間関係の潤滑油として
私たちの生活に楽しみを与えてくれます。
しかしその反面、アルコールはついつい量が進み、健康に害を及ぼしやすいものです。
上手なアルコールとの付き合い方を身に付けましょう。

こんな『つまみ』がおすすめです―

焼き魚・魚の煮付け

豆腐やツナ、海藻などのサラダ

枝豆、納豆、冷ややっこなどの大豆製品

チーズ類

野菜の煮物、おひたし

果物やヨーグルトのデザート果物やヨ グルトのデザ ト
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平
日
、
仕
事
の
都
合
等
で
税
金
を
納
め

ら
れ
な
い
方
の
た
め
に
、
税
務
課
収
納
窓

口
の
延
長
お
よ
び
開
設
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時

▽
４
月
２８
日
F

午
後
７
時
ま
で
延
長

▽
４
月
２
日
A
、
３０
日
A

午
前
１０
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
開
設

場
所

役
場
　
税
務
課

※
役
場
正
面
玄
関
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場
　
税
務
課

2
９５
―

１
１
１
１
　
内
線
１
２
０

固
定
資
産
（
土
地
、
家
屋
）
税
の
台
帳

の
縦
覧
を
お
こ
な
い
ま
す
。

期
間

４
月
３
日
B
か
ら
５
月
１
日
B

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

時
間

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
３０
分

場
所

役
場
　
税
務
課

持
ち
物

印
か
ん

問
合
せ
先

役
場
　
税
務
課
　

2
９５
―

１
１
１
１
　
内
線
１
２
４

う
っ
か
り
し
て
確
定
申
告
書
の
提
出
を

忘
れ
て
い
た
り
、
申
告
書
を
提
出
し
た
後

で
、
計
算
間
違
い
な
ど
申
告
内
容
に
誤
り

の
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
方
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

そ
ん
な
時
は
、
速
や
か
に
手
続
き
を
済

ま
せ
ま
し
ょ
う
。

▼
申
告
を
忘
れ
て
い
た
場
合

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

に
、
申
告
書
の
提
出
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た

方
は
、
直
ち
に
確
定
申
告
を
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
場
合
、
本
来
納
め
る
べ
き
税
金

の
ほ
か
に
、
通
常
、
無
申
告
加
算
税
や
延

滞
税
が
か
か
り
ま
す
。

▼
納
付
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
場
合

原
則
と
し
て
、
申
告
期
限
か
ら
１
年
以

内
に
「
更
正
の
請
求
」
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
税
務
署
で
請
求
内
容
を
検
討
し
、

正
当
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、
納
め
過
ぎ
た
税

金
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

▼
納
付
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
場
合

直
ち
に
「
修
正
申
告
書
」
を
提
出
し
、

納
税
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、
不
足

分
の
税
金
の
ほ
か
に
、
通
常
、
過
少
申
告

加
算
税
や
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す
。

手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、

小
牧
税
務
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

小
牧
税
務
署

2
０
５
６
８
―

７２
―

２
１
１
１

今
年
は
「
大
口
」
と
い
う
地
名
が
で
き
て

１
０
０
周
年
の
記
念
の
年
で
す
。
そ
こ
で
今

月
は
、「
大
口
」
と
い
う
地
名
の
い
わ
れ
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

「
大
口
」
と
い
う
地
名
が
で
き
た
の
は
、

大
口
村
が
誕
生
し
た
一
九
〇
六
年
（
明
治
３９

年
）
の
こ
と
で
す
。
大
口
村
は
太
田
村
、
小

口
村
、
富
成
村
の
三
つ
の
村
と
、
か
つ
て
小

口
村
内
に
あ
っ
て
明
治
時
代
に
入
っ
て
か
ら

い
っ
た
ん
柏
森
村
（
現
在
の
扶
桑
町
柏
森
）

に
合
併
し
た
余
野
地
区
を
再
び
編
入
し
て
誕

生
し
ま
し
た
。

な
ぜ
、「
大
口
」
と
い
う
地
名
が
で
き
た

の
か
は
、
は
っ
き
り
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。
太
田
村
と
小
口
村
か
ら
一
文
字
ず
つ
取

っ
て
「
太
口
村
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
、「
太
」

の
点
が
抜
け
落
ち
て
「
大
口
村
」
に
な
っ
た

と
か
、
昔
は
小
口
を
「
大
久
地
」
と
書
い
た

こ
と
に
ち
な
ん
で
「
大
口
村
」
に
な
っ
た
な

ど
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

各
村
の
現
在
の
町
内
で
の
位
置
関
係
を
見

る
と
、
太
田
村
は
中
南
部
、
小
口
村
は
中
北

部
、
富
成
村
は
犬
山
市
に
接
す
る
東
部
に
あ

た
り
ま
す
。

合
併
に
向
け
て
は
最
初
、
区
域
や
名
称
も

三
つ
の
村
の
考
え
が
違
っ
て
い
た
よ
う
で

す
。
太
田
村
は
小
口
村
、
余
野
と
合
併
し
て

「
田
口
村
」
を
設
置
す
る
意
見
を
出
し
て
い

ま
し
た
。
小
口
村
は
太
田
村
、
富
成
村
、
余

野
と
合
併
し
て
「
大
口
村
」
を
、
富
成
村
は

楽
田
村
、
羽
黒
村
、
池
野
村
（
い
ず
れ
も
現

在
の
犬
山
市
）
と
合
併
し
て
「
二
宮
村
」
を

設
置
す
る
と
し
て
お
り
、
そ
の
方
向
は
全
く

違
っ
て
い
ま
し
た
。

各
地
区
の
獅
子
屋
形
に
よ
る
祭
囃
子
、

木
遣
り
、
南
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
太
鼓

の
披
露
な
ど
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時

４
月
２
日
A

午
前
１０
時
３０
分
か

ら
正
午
　
午
後
１
時
１５
分
か
ら
３
時

場
所

堀
尾
跡
公
園

富
成
村
役
場
の
看
板

歴
史
民
俗
資
料
館
　
ご
利
用
案
内

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
　
３
階

休
館
日

月
・
火
曜
日

※
祝
日
は
開
館
し
ま
す

開
館
時
間
　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

入
館
料

無
料

問
合
せ
先

2
９４
―

０
０
５
５

収収
納納
窓窓
口口
のの
延延
長長
・・
開開
設設

確確
定定
申申
告告
はは
おお
済済
みみ
でで
すす
かか
？？

平平
成成
１１８８
年年
度度
固固
定定
資資
産産
税税
台台
帳帳
縦縦
覧覧
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春
は
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
家
を
留
守
に
す

る
機
会
が
多
く
な
り
、
空
き
巣
な
ど
の
犯

罪
が
多
発
す
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

町
で
は
、
防
犯
意
識
を
啓
発
す
る
た
め
、

家
屋
に
防
犯
対
策
を
さ
れ
た
世
帯
に
対
し
、

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

※
平
成
１８
年
４
月
１
日
以
降
に
施
工
し
た

も
の
に
限
る
。

対
象
と
な
る
主
な
施
工

①
玄
関
の
主
た
る
錠
を
、
防
犯
対
策
効
果

の
あ
る
錠
に
し
た
。

②
玄
関
に
主
た
る
錠
の
他
に
、
補
助
錠
を

設
置
し
た
。

③
サ
ッ
シ
等
の
ガ
ラ
ス
を
、
防
犯
対
策
効

果
の
あ
る
も
の
に
し
た
。

④
サ
ッ
シ
等
の
施
錠
を
、
防
犯
対
策
効
果

の
あ
る
も
の
に
し
た
。

⑤
戸
板
・
窓
等
に
新
た
に
鍵
を
設
置
す
る

な
ど
し
た
。

⑥
宅
地
内
に
セ
ン
サ
ー
を
設
置
し
た
。

⑦
宅
地
内
に
玉
砂
利
を
敷
い
た
。

※
た
だ
し
、
飛
び
石
等
を
置
い
た
場
合
は

対
象
外

⑧
そ
の
他
、
防
犯
に
特
に
効
果
の
あ
る
対

策
を
し
た
。

補
助
金
の
額

経
費
の
３
分
の
２

※
限
度
額
８
０
０
０
円

申
請
に
必
要
な
も
の

①
大
口
町
防
犯
対
策
補
助
金
交
付
申
請
書

お
よ
び
請
求
書

※
役
場
行
政
課
窓
口
で
お
渡
し
し
ま
す
。

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

②
防
犯
対
策
の
内
容
が
わ
か
る
書
類

③
工
事
日
（
購
入
日
）、
支
払
い
内
容
が
記

載
さ
れ
た
領
収
書

※
発
行
責
任
者
の
記
載
、
押
印
が
あ
る
も

の
。
ス
タ
ン
プ
印
は
不
可
。

④
施
工
写
真
（
完
成
写
真
）

※
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
可

⑤
所
有
者
同
意
書

※
賃
貸
住
宅
の
場
合
の
み

交
付
決
定

申
請
後
、
現
地
確
認
等
内
容
を
審
査
し
、

交
付
の
可
否
を
通
知
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

行
政
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場
　
行
政
課

2
９５
―

１
１
１
１
　
内
線
１
１
５

大
口
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tow
n.oguchi.aichi.jp/

防
犯
対
策
補
助
金

防
犯
対
策
補
助
金

平成平成1818年度年度
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生
後
３
か
月
以
上
の
犬
は
、
登
録
と
狂

犬
病
予
防
注
射
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
一
度
登
録
す
る
と
生
涯
再
登
録
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
予
防
注
射
は
毎
年

必
要
で
す
。

現
在
登
録
し
て
い
る
方
に
は
、
登
録
内

容
が
記
載
さ
れ
た
『
狂
犬
病
予
防
注
射
の

案
内
』
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
予
防
注
射

の
実
施
日
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
新
た
に

登
録
さ
れ
る
方
は
、
実
施
会
場
で
登
録
と

予
防
注
射
を
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
お
よ
び
場
所

左
記
日
程
表
の
と
お
り

必
要
手
数
料
（
１
頭
あ
た
り
）

◇
登
録
手
数
料
（
未
登
録
犬
）３

０
０
０
円

◇
狂
犬
病
予
防
注
射
手
数
料

２
７
５
０
円

◇
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
交
付
手
数
料

５
５
０
円

問
合
せ
先

役
場
　
環
境
経
済
課

2
９５
―

１
１
１
１
　
内
線
１
６
８

犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

　　場　　所

下小口学共施設

秋田学共施設

河北学供施設

さつきヶ丘公民館分館

大屋敷学共施設

萩島集会所

豊田学共施設

上小口区民センター

竹田不燃物集積場

外坪学共施設

中小口コミュニティーセンター

余野学共施設

大口町役場（東側）

4月17日（月）

4月18日（火）

4月19日（水）

4月20日（木）

4月21日（金）

5月9日（火）

　   時　　　間

午後1時45分から2時30分

午後2時50分から3時30分

午後1時45分から2時15分

午後2時30分から3時00分

午後3時20分から3時50分

午後1時45分から2時15分

午後2時45分から3時45分

午後1時45分から2時15分

午後2時30分から3時00分

午後3時20分から3時50分

午後1時45分から2時15分

午後2時30分から3時15分

午後1時30分から2時30分

日  に  ち

日 程 表



ほ
ん
の
一
例
で
す
が
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
忘
れ
ず
に

届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
保
険
税
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◆
医
療
費
の
全
額
を
自
己
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◆
他
の
健
康
保
険
に
加
入
後
、
国
民
健
康
保
険
を
喪
失
す
る
届
出
が
遅
れ
、
う

っ
か
り
国
民
健
康
保
険
証
で
診
療
を
受
け
る
と
、
国
民
健
康
保
険
で
負
担
し

た
医
療
費
を
後
で
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
民
健
康
保
険
税
は
、
前
年
中
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る
額
が
変
わ
り

ま
す
。
国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
所
得
税
や
町
県
民
税
の
申
告
を
す
る
必

要
が
な
い
方
も
、
毎
年
、
所
得
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
を
す
る
と
―

所
得
の
額
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
場
合

も
あ
り
得
ま
す
。

◆
保
険
税
が
減
額
さ
れ
る

◆
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
額
が
減
額
さ
れ
る

◆
入
院
時
の
食
事
自
己
負
担
額
が
減
額
さ
れ
る

　　　　こ　ん　な　時

他の市区町村から転入した時

他の健康保険をやめた時

健康保険の被扶養者からはずれた時

子どもが生まれた時

生活保護を受けなくなった時

他の市区町村に転出する時

他の健康保険に加入した時

健康保険の被扶養者になった時

死亡した時

生活保護を受けることになった時

退職者医療制度の対象になった時

町内で住所が変わった時

世帯主や氏名が変わった時

世帯を分けたり、一緒にした時

保険証をなくしたり、汚れて使えなくなった時

　  手続きに必要なもの

転出証明書

健保の離脱証明書

被扶養者からはずれた証明書

保険証、母子健康手帳

保護廃止決定通知書

保険証

国保と健保の保険証

国保と健保の保険証

保険証、死亡を証明するもの

保険証、保護開始決定通知書

保険証、年金証書

保険証

保険証

保険証

身分を証明するもの

国
保
に
入
る
時

国
保
を
や
め
る
時

　
そ
　
の
　
他

左
記
表
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
14
日
以
内
に
届
出
が
必

要
で
す
。
必
ず
、
印
か
ん
を
お
持
ち
に
な
っ
て
、
保
険
年
金

課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

届
出
が
遅
れ
る
と
…

所
得
の
申
告
を

―

問
合
せ
先

役
場
１
階
　
保
険
年
金
課

2
９５
―

１
１
１
１
　
内
線
１
５
３
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２
月
９
日
E

奉
納

朝
５
時
、
ま
だ
明
け
や
ら
ぬ
早
朝
、
身

支
度
を
済
ま
せ
た
。
今
日
は
国
府
宮
裸
祭

り
大
鏡
餅
奉
納
の
日
。
６
時
３０
分
、
会
場

の
町
民
会
館
第
１
駐
車
場
に
向
か
っ
た
。

会
場
に
は
大
鏡
餅
が
積
み
込
ま
れ
た
ト
ラ

ッ
ク
を
は
じ
め
、
９
時
か
ら
の
奉
納
パ
レ

ー
ド
に
参
加
す
る
車
が
勢
揃
い
し
て
い
た
。

パ
レ
ー
ド
に
先
立
ち
国
府
宮
宮
司
に
よ
り
、

交
通
安
全
祈
願
祭
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
奉

賛
会
大
竹
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
多
く

の
方
々
の
歓
声
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
、
先

導
車
に
続
き
出
発
し
た
。
幸
い
好
天
に
恵

ま
れ
た
が
、
如
月
の
冷
た
い
風
が
ほ
ほ
を

打
つ
。
沿
道
に
は
、
多
く
の
方
々
に
お
集

ま
り
を
い
た
だ
き
、
ま
た
小
学
生
が
、
保

育
園
児
が
、
元
気
に
歓
迎
を
い
た
だ
い
た
。

風
の
冷
た
さ
を
忘
れ
、
声
援
に
応
え
る
。

大
口
が
誕
生
し
て
百
年
。
大
鏡
餅
奉
納
に

沸
く
町
民
の
皆
様
の
盛
り
上
が
り
。
こ
う

し
た
中
「
み
ん
な
で
進
め
る
自
立
と
共
助

の
ま
ち
づ
く
り
」
が
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

神
殿
に
奉
納
さ
れ
た
大
鏡
餅
と
と
も
に
、

町
民
の
皆
様
の
ご
隆
昌
、
ご
健
康
と
ご
多

幸
、
そ
し
て
町
の
い
や
さ
か
を
祈
る
。

２
月
１７
日
F

お
も
ち
ゃ

今
日
午
後
、
犬
山
国
際
観
光
セ
ン
タ
ー

フ
ロ
イ
デ
４
階
の
『
世
界
の
お
も
ち
ゃ
展
』

を
訪
問
し
た
。
犬
山
展
実
行
委
員
会
の
渡

辺
さ
ん
か
ら
「
日
本
を
始
め
各
地
、
各
時

代
の
世
界
１
０
０
ヶ
国
か
ら
の
お
も
ち
ゃ

を
展
示
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
教
育
を
考

え
て
い
く
う
え
で
、
お
も
ち
ゃ
は
大
き
な

文
化
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
こ
う
し
た
お
も
ち
ゃ
の
創
作
が
、

も
の
づ
く
り
に
も
活
か
さ
れ
て
い
る
。」
と

説
明
を
受
け
た
。

昭
和
３０
年
代
の
お
も
ち
ゃ
を
始
め
、
各

世
代
の
お
も
ち
ゃ
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
懐
か
し
く
感
じ
る
と
と
も
に
、
子
ど

も
た
ち
が
こ
う
し
た
世
界
の
お
も
ち
ゃ
に

触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
夢
を
描

い
て
く
れ
れ
ば
と
感
じ
た
。

ま
た
、
お
も
ち
ゃ
に
興
ず
る
子
ど
も
た

ち
の
姿
が
楽
し
げ
で
あ
っ
た
。
展
示
会
は

大
人
が
見
て
も
楽
し
い
。
世
界
各
国
の
お

も
ち
ゃ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
工
夫
が
あ
る
。

国
は
違
っ
て
も
、
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
多

く
み
ら
れ
、
子
ど
も
に
対
す
る
愛
情
を
感

じ
取
る
事
が
で
き
た
。

２
月
２０
日
B

見
直
し
　
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２

今
ま
で
の
行
政
は
縦
割
り
の
社
会
。
国

の
指
示
に
従
い
、
事
業
を
行
っ
て
き
た
。

事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
人
と
財
源
を
手

当
て
さ
れ
、
実
施
し
て
き
た
上
意
下
達
の

社
会
。
上
級
機
関
で
決
め
、
予
算
が
足
り

な
け
れ
ば
、
地
方
交
付
税
で
補
て
ん
す
る
、

中
央
集
権
の
行
政
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。

新
総
合
計
画
は
、
分
権
型
の
行
政
シ
ス

テ
ム
に
見
直
し
て
い
こ
う
、
プ
ラ
イ
マ
リ

ー
バ
ラ
ン
ス
（
歳
入
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
）

を
と
り
、
限
ら
れ
た
自
治
体
の
予
算
で
、

福
祉
の
増
進
を
図
っ
て
い
こ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
必
然
的
に
今
、
国
で
実
施
し

て
い
る
三
位
一
体
の
改
革
を
基
本
に
、
町

の
財
政
を
考
え
、
か
つ
、
自
治
体
の
財
政

に
弾
力
を
確
保
す
る
経
営
手
法
が
必
要
で

あ
る
。
新
た
な
体
制
の
中
で
は
、
各
部
の

運
営
費
と
事
業
費
を
部
ご
と
に
集
計
し
、

運
営
費
の
見
直
し
、
事
業
の
効
率
化
を
図

っ
て
い
く
。
縦
割
り
行
政
か
ら
総
合
的
全

体
体
制
で
事
業
実
施
し
て
い
く
も
の
で
、

運
営
の
見
直
し
を
１８
年
か
ら
２７
年
に
向
け
、

地
域
住
民
や
企
業
と
の
連
携
を
と
り
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

２
月
２１
日
C

積
み
重
ね

本
日
午
前
９
時
３０
分
よ
り
議
会
全
員
協

議
会
が
開
催
さ
れ
、
冒
頭
で
大
口
町
議
会

の
『
お
お
ぐ
ち
議
会
だ
よ
り
』
が
第
２０
回

町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選

し
、
議
長
か
ら
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
長

に
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
た
。
大
変
名
誉
な

こ
と
で
あ
り
、
日
頃
の
ご
活
躍
、
ご
研
鑽

に
敬
意
を
表
す
る
。
続
い
て
「
平
成
１８
年

度
当
初
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
」「
課
税
世

帯
の
施
設
入
所
者
負
担
増
調
査
結
果
に
つ

い
て
」「
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び
介
護

保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て
」「
愛
知
万
博
記

念
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
」
等
の
報
告
を
し
、

引
き
続
い
て
１１
時
よ
り
、
各
委
員
会
に
よ

る
新
年
度
予
算
勉
強
会
が
開
か
れ
た
。
来

年
度
は
第
６
次
総
合
計
画
ス
タ
ー
ト
の
年

で
も
あ
り
、
熱
心
に
勉
強
会
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
た
。

昨
日
は
、
町
職
員
と
し
て
３０
年
お
勤
め

い
た
だ
い
た
７
名
の
方
に
全
国
町
村
会
か

ら
の
自
治
功
労
者
表
彰
を
伝
達
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
福
祉
の
向
上
、
町
の
発
展
、

こ
う
し
た
こ
と
も
日
々
の
積
み
重
ね
で
あ

り
、
研
鑽
に
あ
る
と
つ
く
づ
く
考
え
る
。

大
き
く
国
家
体
制
が
転
換
し
つ
つ
あ
る

今
、
過
去
の
経
験
を
生
か
し
新
た
な
時
代

へ
の
対
応
を
と
も
に
育
ん
で
い
き
た
い
。

　
こ
の
ペ
ー
ジ
は
、大
口
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た

も
の
の
中
か
ら
、一
部
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　http://w
w
w
.tow
n.oguchi.aichi.jp/

　
『
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
』
↓
『
町
長
室
で
す
』
↓
『
雑
感
』
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内
　
容

場
所

費
用

講
師

期
間

日
時

対
象

プ
　
ロ
　
グ
　
ラ
　
ム

開催日

　4/6・4/20・5/18・5/24
　6/1・6/15・7/6・7/20
　8/3・8/17・9/7・9/21
　10/5・10/19・11/2・11/16
　12/7・12/21
　平成19年　1/5・1/18
　2/1・2/15・3/1・3/15

　子育て相談日と同日に開
催です。お気軽にご参加く
ださい。

※第2・4木曜日から第1・3木
　曜日に変更になりました。

銀粘土を使った
シルバーアクセサリー

心と体を癒す
アロマテラピー

4月6日から3月15日

原則木曜日（子育て相談室開催日）
午前10時30分から正午

ほほえみプラザ
2階　プレイルーム

どなたでも
定員なし

※申込み不要

無料

親子ふれあい広場 さくら大学
（高齢者教室）

5月12日から3月2日
（11回）

原則第1金曜日
午前10時30分から11時30分

老人福祉センター
憩いの四季
娯楽室

60歳以上の方
定員なし

※申込み不要

無料

5月19日から7月14日
（5回）

金曜日
午後1時30分から3時30分

中央公民館
2階　C会議室

一般
15名

1,000円
（材料費別途）

5月11日から6月8日
（4回）

木曜日
午後1時30分から3時

中央公民館
2階　C会議室　他

一般
20名

3,800円
（材料費・受講料含む）

子育てネットワーカー
「さくらんぼ」の皆さん

純銀粘土講師
青木タミさん

アロマハウスイネド
熊澤　稲子さん

ストレス社会の現代、健康
への関心と自然志向の高ま
りから「アロマテラピー」が
注目されています。心身の
健康維持、増進、美容に役
立ちます。

どなたでも簡単に粘土状
の貴金属素材を使い、アク
セサリーが作れます。世界
に一つだけのオリジナルを
作ってみませんか？

手遊びや手作りおもちゃの
紹介、絵本の読み聞かせな
どをしています。親子で一
緒に遊んだり、お母さんど
うしの情報交換の場として
もご活用ください。

人生の経験者、それぞれの
道の専門家から、バラエテ
ィに富んだお話を提供しま
す。

開催日

5/19
　プレート上にスタンプのオ
リジナルペンダントトップ
6/2
　オープンハート、リボン、し
ずく形etc

6/16
　シンプルなデザインリング
1

6/30
　シンプルなデザインリング
2と自由制作1

7/14
　自由制作2

※材料費として、初回2,200
円、2回目以降1回1,250
円かかります。講座当日に
お持ちください。

開催日

5/11
　アロマセラピーとは何？
　・バスソルト（入浴剤）作り
5/18
　精油（エッセンシャルオイル）
とは？

　・ボディーシャンプー作り
6/1
　「森の香り」って何？
　・エアフレッシュナー作り
6/8
　香りの謎…？
　・症状別ボディオイル作り

※6/1は会場の都合により、
研修視聴覚室でおこない
ます。

内容、講師については、毎月
広報おおぐちでお知らせし
ます。
（4月はおこないません）

44月月1166日日（（日日））午午前前99時時かからら

中中央央公公民民館館22階階　　研研修修視視聴聴覚覚室室でで受受付付開開始始



内
　
容

場
所

費
用

講
師

期
間

日
時

対
象

プ
ロ
グ
ラ
ム

親と子のふれあい
　～リズムであそぼう～

開催日

　5/10・5/24・6/7
　6/21・7/5・7/19

開催日

　5/20・5/27・6/3
　6/10・6/17・6/24

開催日
　
第1章　株って何？
　5/21・6/4
第2章　投資信託って何？
　6/18・7/2
第3章　外貨預金って何？
　7/16

楽しい韓国語講座 誰にでもわかる
実用経済講座

5月21日から7月16日
（5回）

日曜日
午前10時から正午

中央公民館
2階　研修視聴覚室

一般
30名

1,000円

幼児講座
～音楽と遊ぼう～

5月10日から7月19日
（6回）

水曜日
午前10時30分から11時30分

ほほえみプラザ
4階　ほほえみホール

2歳から3歳の幼児と親
（年齢は4月16日現在）

20組

600円

江口ひとみさん
（生涯学習音楽指導員）

阿部梨恵さん

5月20日から6月24日
（6回）

土曜日
午後1時30分から3時

中央公民館
2階　研修視聴覚室

一般
20名

1,000円

李　孝心さん 株式会社FP相談センター

音楽を通して、お子さんの心の教
育と、親子のふれあいを楽しみます。
お子さんと一緒に、季節の歌や紙
芝居を楽しみましょう。

初めて韓国語を習う方でも大丈夫！
最初にハングル文字から始め、基
本的な会話、自己紹介等を学びます。
韓国茶を飲みながら、あのドラマの
名セリフも覚えましょう！

お金を運用する前に、運用の基礎
を学ばなくてはいけません。正しい
リスク感覚を養いながら、楽しく学
びましょう！

17 平成18年4月号

問合せ先

温水プール２階　生涯学習課　　295―3155

前前期講座期講座前期講座平成平成1818年度年度平成18年度

▲楽しい韓国語講座

「だれでも　どこでも　気軽に学べる」をモットーに、

実感していただけるよう前期講座を開催します。

たくさんの経験をし、色々な出会いと学ぶ喜びを
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★1年生歓迎会
4月10日（月） 午後2時から3時
★あそびの日「なんでもバスケット」
4月11日（火） 午後4時から5時
★おりがみ教室
4月15日（土） 午後1時30分から4時
★パソコン
4月15日（土）、22日（土） 午前10時から午後4時
※お昼はお休み
★運動あそび「なわとび」
4月18日（火） 午後4時から5時
★製作「大きなこいのぼり」
4月26日（水） 午後4時から5時
★ぬいとり「さくら」「ちょうちょ」「ドラえもん」
毎日　午後5時まで
★母の日プレゼント作り
「フラワーアレンジメント」
5月13日（土） 午後1時から3時
定員　30名　材料費　100円
申込み　4月24日（月）から26日（水）
午後3時から6時

★ドッジボールの日
4月4日（火） 午後2時から3時
★入学・進級を祝う会
4月7日（金） 午後2時から3時
★やってみよう「缶つみ」
4月10日（月）、24日（月） 午後4時から5時
★ビーズ作り「ゆびわ」
4月15日（土） 午前10時から正午
定員　10名　費用　100円
申込み　4月10日（月）から14日（金）
※小学校3年生以上
★体育あそび「玉入れ」
4月18日（火） 午後4時から5時
★ボールカステラ作り
4月22日（土） 午前10時から正午
定員　30名　費用　50円
申込み　4月10日（月）から14日（金）
★ドッチビ－の日
4月25日（火） 午後4時から5時
★今月のぬいとり『いちご』『花』『たまごっち』
★今月のおりがみ『パンダ』『ねこ』

★今月のあそび
『一輪車』『川柳』

★入学・進級を祝う会
4月7日（金） 午後2時から3時
★チャレンジ「ジャンボわなげ」
4月10日（月）、24日（月） 午後4時から5時
★こいのぼり作り
4月15日（土）
午後1時30分から3時
定員　25名
申込み　4月10日（月）から14日（金）
※定員になり次第しめきります
★けん玉検定日
4月17日（月）、20日（木）
午後4時から5時
★「健康おおぐち21」シンボルマーク
ハッピー・スマッピーを作ろう
4月22日（土） 午前10時から
定員　50名　費用　100円
申込み　4月10日（月）から

4月
の行事

西児童センター　296-0481
南児童センター　295-3528
北児童センター　295-7141

児童センターは、季節の行事がいっぱい！
1年生のみんなも、お兄さん・お姉さんと
なかよく遊びましょう。
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♪赤ちゃん教室1期（4月から7月）
日時　毎週木曜日　午前10時から
場所　西児童センター
対象　8か月から満1歳までの親子
定員　15組
受付　4月10日（月）から15日（土）
説明会　4月20日（木） 午前10時30分から
※2期（10月から12月） 3期（1月から3月）

♪ちびっこ2・3歳児教室前期（4月から10月）
日時　毎週金曜日　午前10時から
場所　西児童センター
対象　2歳1か月から満3歳までの親子
定員　20組
受付　4月10日（月）から15日（土）
説明会　4月21日（金） 午前10時30分から
※後期（10月から3月）

♪ネットワーク1歳児教室前期（4月から10月）
日時　毎週月曜日　午前10時から
場所　西児童センター
対象　1歳1か月から満2歳までの親子
定員　20組
受付　4月10日（月）から15日（土）
説明会　4月17日（月） 午前10時30分から
※後期（10月から3月）

♪コアラひろば
日時　毎週月・金曜日　午前10時30分から11時30分
※4月14日（金）から始めます
場所　北児童センター
対象　3歳までの親子
定員　なし
※申込み等は不要です。
北児童センターへ直接お越しください。

♪めだかひろば
日時　毎週月・金曜日　午前10時30分から11時30分
※4月14日（金）から始めます
場所　南児童センター
対象　3歳までの親子
定員　なし
※申込み等は不要です。
南児童センターへ直接お越しください。

♪なかよし
日時　毎週火曜日　午前10時30分から11時30分
※4月18日（火）から始めます
場所　各児童センター
対象　平成18年度に満3歳になるお子さんとその親
※平成15年4月2日～平成16年4月1日生まれ
定員　なし
※申込み等は不要です。
各児童センターへ直接お越しください。
※保健師・栄養士・歯科衛生士によるミニ講座も予定
しています。

※保育士による就園前の保育相談も予定しています。

親子で楽しく遊びましょう！
お母さん同士、子ども同士
みんなでお友だちを作りましょう

カモ～ン
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下
水
道

下
水
道いつ

か
私
に
も
ど
る
水

い
つ
か
私
に
も
ど
る
水

い
つ
か
私
に
も
ど
る
水

下
水
道

問
合
せ
先

役
場
２
階
　
下
水
道
課

2
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
８
７

３
年
以
内
に
接
続
を
！

下
水
道
を
利
用
で
き
る
区
域
（
左
図
中

色
）

で
、
ま
だ
下
水
道
へ
接
続
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

１
日
も
早
い
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
に
ご
協
力
を

―

下
水
道
を
利
用
で
き
る
区
域
を
広
げ
る
た
め
に

毎
年
工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
今
後
の
工
事
予

定
区
域
は
、
多
少
変
更
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
一
つ
の
目
安
と
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

工
事
中
は
、
道
路
の
通
行
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

計
画
は
「
分
流
式
」
で
！

今
後
、
下
水
道
工
事
の
予
定
区
域
に
住
ま
れ
る

方
で
、
新
築
、
増
改
築
を
さ
れ
る
場
合
は
、
排
水

は
雨
水
と
生
活
雑
排
水
を
分
け
た
分
流
式
で
施
工

す
る
と
、
将
来
、
下
水
道
へ
の
接
続
が
経
済
的
で

ス
ム
ー
ズ
に
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
切
な
財
産
で
す
！

『
下
水
道
』
は
皆
さ
ん
の
財
産
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
大
切
に
正
し
く
使
用
し
、
下
水
道
事
業
へ
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
台
所
や
洗
濯
で
使
っ
た
水
が
ど

こ
へ
流
れ
て
い
く
の
か
ご
存
じ
で
す
か
。
昔
は
、

水
の
自
然
浄
化
作
用
で
、
汚
れ
た
水
が
自
然
に

き
れ
い
に
な
っ
て
、
海
へ
流
れ
て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
今
は
、
生
活
様
式
の
変
化
と
と
も
に
、

水
の
使
い
方
も
様
々
に
な
り
、
ま
た
、
家
庭
用

洗
剤
等
も
昔
に
比
べ
多
様
化
さ
れ
、
水
の
自
然

浄
化
だ
け
で
は
き
れ
い
に
で
き
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。

海
や
川
を
き
れ
い
に
す
る
の
は
、
皆
さ
ん
の

思
い
や
り
と
『
下
水
道
』
で
す
。

町
で
は
国
か
ら
の
補
助
金
、
借
入
金
、
受
益

者
負
担
金
等
を
財
源
と
し
て
下
水
道
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。



公公共共下下水水道道供供用用開開始始区区域域おおよよびび工工事事計計画画

※全体計画とは、将来的に下水道が使える区域を表わして
います。
※工事予定区域については、工事が終わった翌年度に下水
道を使用することができます。

21 平成18年4月号

右　岸

左　岸

は全体計画区域
は平成18年4月から供用開始区域
は平成18年度工事予定区域
は下水道を使用できる区域
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今
月
か
ら
新
た
に
大
口
町
に
仲
間
入
り

を
し
、
初
め
て
図
書
館
だ
よ
り
を
読
ま
れ

る
方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
自
分
専
用
の
カ
ー
ド
を
作
っ
て
、
図

書
館
の
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

初
め
て
利
用
す
る

方
は
、
ま
ず
受
付
カ

ウ
ン
タ
ー
で
「
利
用

者
カ
ー
ド
」
を
作
り

ま
し
ょ
う
（
中
学
生

以
下
の
方
は
保
護
者

同
伴
）。
カ
ー
ド
を

作
る
に
は
次
の
も
の
が
必
要
で
す
。

町
内
に
お
住
ま
い
の
方

▽
現
住
所
の
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転

免
許
証
・
保
険
証
な
ど
）

町
内
に
お
勤
め
の
方

▽
事
業
所
の
住
所
と
本
人
が
確
認
で
き
る

も
の
（
事
業
所
住
所
の
確
認
は
保
険

証
・
従
業
員
証
な
ど
、
本
人
の
確
認
は

運
転
免
許
証
な
ど
）

※
在
勤
者
の
家
族
の
方
に
も
カ
ー
ド
を
作

成
し
ま
す
。
在
勤
者
と
同
一
住
所
で
あ

る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

町
内
に
通
学
し
て
い
る
方

▽
学
校
の
住
所
と
本
人
が
確
認
で
き
る
も

の
（
学
校
の
住
所
の
確
認
は
学
生
証
な

ど
、
本
人
の
確
認
は
運
転
免
許
証
・
保

険
証
な
ど
）

※
丹
羽
高
等
学
校
、
名
古
屋
経
済
大
学
に

在
学
中
の
方
も
カ
ー
ド
を
作
成
で
き
ま

す
。
学
生
証
等
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

休
館
日

月
・
火
曜
日
　
月
末
館
内
整
理
日

特
別
館
内
整
理
期
間
（
毎
年
４
月
頃
）

年
末
年
始
（
１２
月
２８
日
〜
１
月
４
日
）

図
書
・
雑
誌
（
最
新
号
を
除
く
）
・
紙
芝

居
・
Ｃ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
す
。

貸
出
点
数

一
人
１０
点
ま
で

※
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
一
人
１
点
ま
で

貸
出
期
間

２
週
間
以
内

次
の
資
料
は
、
貸
出
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

館
内
の
み
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

▽
新
聞
資
料
・
近
隣
の
住
宅
地
図
・
電
話

帳
・
郷
土
資
料
・
行
政
資
料
な
ど

そ
ん
な
時
に
は
次
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

▽
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ

オ

ー

パ

ッ

ク

（
利
用
者
開
放
端
末
）

書
名
、

著
者
名
な
ど
か
ら
検
索
で
き
ま
す
。

▽
目
録

受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
前
に
あ
る
冊

子
体
目
録
で
探
せ
ま
す
。

▽
職
員
に
聞
い
て
み
る

困
っ
た
時
は
、

カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

▽
携
帯
電
話
か
ら
探
す

各
社
携
帯
電
話

か
ら
所
蔵
検
索
が
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.johokan.com

/oguchi/

図
書
に
限
り
、
他
の
人
が
借
り
て
い
る

場
合
は
「
予
約
」、
希
望
の
本
が
な
い
場
合

は
「
リ
ク
エ
ス
ト
」
が
で
き
ま
す
。

受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
に
あ
る
「
図
書
予
約

申
請
書
」
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
ひ
と

り
１０
点
ま
で
申
請
で
き
ま
す
。
申
請
用
紙

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

▽
図
書
館
の
資
料
に
限
り
、
著
作
権
法
に

基
づ
き
コ
ピ
ー
を
利
用
で
き
ま
す
。
ご

利
用
の
際
は
、
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

料
金

１
枚
１０
円

※
Ｂ
５
か
ら
Ａ
３
サ
イ
ズ
ま
で
、
白
黒
コ

ピ
ー
の
み

▽
２４
時
間
３
６
５
日
利
用
で
き
る
図
書
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

資
料
検
索
、
図
書
館
か
ら
の
お
し
ら
せ
、

図
書
館
年
報
、
行
事
ア
ル
バ
ム
、
便
利

な
リ
ン
ク
集
な
ど
、
機
能
満
載
で
す
。

▽
他
に
も
、
文
学
賞
受
賞
作
な
ど
の
お
す

す
め
図
書
を
定
期
的
に
入
れ
替
え
て
展

示
す
る
「
お
す
す
め
図
書
の
展
示
コ
ー

ナ
ー
」
や
、
４
か
月
児
健
診
時
に
配
布

し
て
い
る
「
赤
ち
ゃ
ん
に
す
す
め
る
絵

本
リ
ス
ト
」
の
館
内
無
料
配
布
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

図図
書書
館館
のの
場場
所所
はは
？？

「「
利利
用用
者者
カカ
ーー
ドド
」」
をを
作作
るる
にに
はは
？？

利利
用用
でで
きき
るる
時時
間間
はは
？？

貸貸
出出
しし
でで
きき
るる
資資
料料
はは
？？

閲閲
覧覧
ササ
ーー
ビビ
スス
はは
？？

読読
みみ
たた
いい
本本
がが
探探
せせ
なな
いい
！！

便便
利利
なな
予予
約約
とと
リリ
クク
エエ
スス
トト

そそ
のの
他他
にに
はは
？？

総合運動場

テニスコート

ほほえみプラザ

図書館
（3階）

役場

給食センター

御桜乃里

R
41

新宮2丁目北

温水プール温水プール温水プール

尾北看護専門学校尾北看護専門学校尾北看護専門学校

▲利用者カード



［書名（分類）］ ［著者名等］

プロ論。2（159） B-ing 編集部／編
他人を見下す若者たち（367.6） 速水

はやみず

敏彦
中国の血（493） ピエール・アスキ
病は脚から！（498） 石原結實

ゆうみ

宇宙旅行ハンドブック（538） エリック・アンダーソン
デパ地下仕掛け人のお客を喜ばせる現場マーケティング（673）

樋口武久
究極の勝利（783.4） 清宮

きよみや

克幸
春、忍び難きを（912） 斎藤　憐

れん

私の昭和の終わり史（914） 赤瀬川原平
衣食足りて（914） 山口　瞳

【4月1日に『あたらしい本』のコーナーに並びます】

あ
た
ら
し
い
本
の
コ
ー
ナ
ー

［書　　　名］ ［著者名等］

日暮らし　上・下 宮部みゆき

東京タワー リリー・フランキー

電車男 中野独人
ひとり

１リットルの涙 木藤亜也

容疑者Ｘの献身 東野圭吾

生協の白石さん 白石昌則

「光とともに‥」シリーズ 戸部けいこ

「ブラックジャック」シリーズ 手塚治虫

自分のまわりにいいことがいっぱい起こる本 原田真裕美
だいこん 山本一力

【2月に利用が多かった一般図書です】

月
間
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー

今
月
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

４
か
月
児
健
診
の
待
ち
時

間
中
に
、
赤
ち
ゃ
ん
に
す
す

め
る
絵
本
の
紹
介
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時

２６
日
D

午
後
１
時
か
ら

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階

今
月
の
閉
館
日

３
日
B
、
４
日
C
、
１０
日
B

１１
日
C
、
１７
日
B
、
１８
日
C

２４
日
B
、
２５
日
C

※
２９
日
G
は
祝
日
開
館
し
ま
す
。

開
館
時
間
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

問
合
せ
先
　
2
９５
―

３
９
９
９

『
イ
チ
ゴ
』

イ
チ
ゴ
は
、
石
器
時
代
頃
か
ら
食
べ
ら

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
頃
の
イ
チ
ゴ
は
野
生
種
で
あ
り
、
作
物

と
し
て
イ
チ
ゴ
が
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
約
２
０
０
年
前
か
ら
で
す
。
北

米
産
バ
ー
ジ
ニ
ア
イ
チ
ゴ
と
南
米
産
チ
リ

イ
チ
ゴ
と
い
う
２
種
類
の
野
生
イ
チ
ゴ
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
交
配
・
改
良
さ
れ
現
在
の

よ
う
な
イ
チ
ゴ
が
誕
生
し
ま
し
た
。
日
本

で
は
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
時
代
に
か
け

て
本
格
的
に
栽
培
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

イ
チ
ゴ
は
、
果
物
で
は
な
く
野
菜
で
あ

り
、
リ
ン
ゴ
や
桜
と
同
じ
バ
ラ
科
の
植
物

で
す
。
ま
た
、
赤
い
部
分
は
花
托
と
呼
ば

れ
る
花
の
付
け
根
の
部
分
が
太
っ
た
も
の

で
、
本
当
の
実
は
小
さ
い
粒
々
の
部
分
で

す
。
近
年
は
ハ
ウ
ス
栽
培
等
に
よ
り
ク
リ

ス
マ
ス
前
か
ら
出
回
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
本
来
の
旬
は
初
夏
で
す
。

参
考
図
書

◎
一
般
書

『
野
菜
全
書
　
イ
チ
ゴ
』

農
山
漁
村
文
化
協
会

『
身
近
な
野
菜
の
な
る
ほ
ど
観
察
記
』

草
思
社

『
果
物
屋
さ
ん
が
書
い
た
果
物
の
本
』

三
水
社

◎
児
童
書

『
そ
だ
て
て
あ
そ
ぼ
う
１４

イ
チ
ゴ
の
絵
本
』

農
山
漁
村
文
化
協
会

『
こ
ど
も
図
鑑
　
く
さ
ば
な
』

学
習
研
究
社

『
栽
培
大
図
鑑
』

世
界
文
化
社

図
書
館
で
調
べ
ら
れ
る

気気
にに
なな
るる
キキ
ーー
ワワ
ーー
ドド
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●
新
着
Ｄ
Ｖ
Ｄ
コ
ー
ナ
ー

「
華
麗
な
る
美
の
殿
堂
　
世
界
の
美
術
館
」

全
１８
巻

古
代
エ
ジ
プ
ト
の
彫
刻
か
ら
近
代
絵
画

ま
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
代
表
的
な
美
術
館

１８
館
が
誇
る
名
作
絵
画
１
０
０
０
余
点
が

収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
美
術
館

所
在
地
の
観
光
マ
ッ
プ
や
館
内
マ
ッ
プ
、

絵
画
の
作
品
デ
ー
タ
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。

商
工
会
の
会
員
か
ら
お
役
所
の
職
員
ま

で
、『
中
の
人
』
は
多
種
多
様
。
４７
都
道
府

県
の
ロ
ー
カ
ル
ヒ
ー
ロ
ー
を
一
挙
紹
介
す

る
決
定
版
！

も
ち
ろ
ん
『
お
お
ぐ
ち
元
気
戦
隊
ダ
ッ

シ
ュ
マ
ン
』
も
載
っ
て
い
ま
す
。

『
ロ
ー
カ
ル
ヒ
ー
ロ
ー
大
図
鑑
』

ブ
ル
ー
・
オ
レ
ン
ジ
・
ス
タ
ジ
ア
ム
／
著

お
知
ら
せ

「
一
日
中
お
は
な
し
エ
プ
ロ
ン
」

を
開
催
し
ま
す

４
月
２３
日
A
は
、
子
ど
も
の
読
書
活

動
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
、
積
極
的

に
読
書
を
お
こ
な
う
意
欲
を
高
め
る

「
子
ど
も
読
書
の
日
」
で
す
。

当
日
は
、
児
童
室
に
一
日
中
「
お
は

な
し
エ
プ
ロ
ン
」
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ

ん
が
い
ま
す
。
読
ん
で
ほ
し
い
本
が
あ

っ
た
ら
声
を
か
け
て
ね
。
読
み
聞
か
せ

は
一
人
ず
つ
で
、
２
冊
ま
で
で
す
。

日
時

４
月
２３
日
A

午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時

場
所

図
書
館
児
童
室



日
時

毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

午
前
９
時
か
ら
正
午

午
後
１
時
か
ら
４
時

連
絡
先

2
９６
―

０
６
０
６
ま
た
は
、

9
０
１
２
０
―

５１
―

０
６
０
６

日
時

４
月
１４
日
F

午
後
１
時
か
ら
４
時

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー
　
相
談
室

（
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
　
１
階
）

相
談
対
象

１８
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を

持
つ
方
等

※
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

４
月
３
日
B
、
１７
日
B

午
前
１０
時
か
ら
正
午
　
午
後
１
時
か

ら
３
時

場
所

役
場
１
階
　
相
談
室

日
時
お
よ
び
担
当
相
談
員

５
日
D

母
子
自
立
支
援
員

母
子
就
業
相
談
員

女
性
相
談
員

１２
日
D

民
生
児
童
委
員

身
体
障
害
者
相
談
員

１９
日
D

母
子
自
立
支
援
員

母
子
就
業
相
談
員

女
性
相
談
員

２６
日
D

母
子
会
代
表

知
的
障
害
者
相
談
員

※
５
日
D
、
１９
日
D
は
午
前
１０
時
か
ら

正
午
、
午
後
１
時
か
ら
３
時
３０
分

１２
日
D
、
２６
日
D
は
午
後
１
時
３０
分
か

ら
３
時
３０
分

場
所

社
会
福
祉
協
議
会
　
相
談
室

（
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
　
２
階
）

日
時

４
月
１０
日
B

午
前
９
時
か
ら

正
午

場
所

役
場
１
階
　
相
談
室

相
談
員

山
田
喜
久
子
さ
ん

2
９５
―

３
０
０
３

※
相
談
日
以
外
は
、
電
話
相
談
可
。

日
時

４
月
２６
日
D

午
後
１
時
か
ら

３
時

場
所

役
場
１
階
　
相
談
室

相
談
員

司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士

主
な
相
談
内
容

○
売
買
、
相
続
、
贈
与
等
に
よ
る
権
利

の
移
転
登
記

○
抵
当
権
等
担
保
に
関
す
る
登
記

○
会
社
の
設
立
ま
た
は
変
更
の
登
記

○
成
年
後
見
に
関
す
る
こ
と

○
建
物
の
新
増
築
や
取
り
壊
し
、
土
地

の
地
目
変
更
・
分
筆
合
筆
お
よ
び
地

積
更
正
の
登
記

日
時

４
月
５
日
D
、
１９
日
D

午
後

６
時
か
ら
８
時

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
　
相
談
室

相
談
員

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
『
ク
レ
サ
ラ
あ

し
た
の
会
』
の
司
法
書
士
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

主
な
相
談
内
容

▽
ク
レ
ジ
ッ
ト
サ
ラ
金
問
題

▽
借
入
に
頼
っ
た
生
活
の
見
直
し

▽
借
入
金
法
的
整
理
後
の
生
活
再
建
支
援

▽
ヤ
ミ
金
、
架
空
請
求
、
悪
質
商
法

※
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、

相
談
の
際
に
は
契
約
書
等
借
入
の
分

か
る
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

日
時

４
月
２０
日
E

午
後
１
時
か
ら

４
時

場
所

役
場
１
階
　
相
談
室

※
前
日
ま
で
に
、
行
政
課
窓
口
ま
た
は
、

電
話
で
予
約
さ
れ
た
方
が
優
先
で
す
。

大
口
町
献
血
推
進
協
議
会
が
３
月
４

日
G
に
ヨ
シ
ヅ
ヤ
大
口
店
で
実
施
し
た

献
血
に
５１
人
（
う
ち
４
０
０
P
３５
人
）

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

次
回
の
献
血
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

５
月
３１
日
D

午
前
１０
時
か
ら

正
午
　
午
後
１
時
か
ら
４
時

場
所

大
口
町
役
場

無
料
相
談

無
料
相
談

青
少
年
な
や
み
相
談
室

温
水
プ
ー
ル
２
階
／
生
涯
学
習
課

　
95
―

３
１
５
５

2
家
庭
児
童
相
談

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
こ
ど
も
課

　
94
―

０
２
５
２

2

心
配
ご
と
相
談

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階
／
社
会
福
祉
協
議
会

　
94
―

０
０
６
０
　
5
94
―

０
０
５
９

2
消
費
生
活
相
談

役
場
／
環
境
経
済
課

　
95
―

１
１
１
１
　
内
線
１
６
６

2

登
記
相
談

役
場
／
行
政
課

　
95
―

１
１
１
１
　
内
線
１
１
３

2

法
律
相
談

役
場
／
行
政
課

　
95
―

１
１
１
１
　
内
線
１
１
３

2

厚
生
年
金
相
談

役
場
／
保
険
年
金
課

　
95
―

１
１
１
１
　
内
線
１
５
１

2

おし
らせ
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多
重
債
務
者
相
談

役
場
／
環
境
経
済
課

　
95
―

１
１
１
１
　
内
線
１
６
６

2

善
　
意

善
　
意

献
血
に
ご
協
力
を

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
課

　
94
―

１
２
２
２

2



体
操
を
通
し
て
、
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ

の
基
本
的
な
運
動
や
体
力
を
身
に
付
け

ま
す
。

日
時

５
月
か
ら
平
成
１９
年
３
月
ま
で

の
日
曜
日
（
全
１５
回
）

▽
第
１
部

午
後
１
時
３０
分
か
ら
３
時
▽
第
２
部

午
後
３
時
１０
分
か
ら
４
時
４０
分

※
８
月
を
除
く

場
所

中
央
公
民
館
　
集
会
室

対
象

▽
第
１
部
　
年
少
児
か
ら
小
学

校
２
年
生

▽
第
２
部
　
小
学
校
１
年
生
か
ら
６

年
生

定
員

▽
第
１
部
　
３０
名

▽
第
２
部
　
３０
名

受
講
料

１
万
円

申
込
み

町
内
に
お
住
ま
い
の
方
は
４

月
１５
日
G
午
前
９
時
か
ら
、
町
外
に

お
住
ま
い
の
方
は
４
月
２２
日
G
午
前

９
時
か
ら
温
水
プ
ー
ル
２
階
生
涯
学

習
課
で
受
付
け
ま
す
。
印
か
ん
と
受

講
料
を
ご
持
参
の
上
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
月
、
火
曜
日
を
除
く

愛
知
県
勤
労
身
体
障
害
者
体
育
館
で

は
、
基
礎
体
力
づ
く
り
、
身
体
機
能
の

回
復
向
上
、
心
の
ふ
れ
あ
い
を
図
る
た

め
、
第
２９
回
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
教
室
を
お
手
伝
い
し
て
く
だ

さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も
募
集
し
て

い
ま
す
。

日
時
お
よ
び
内
容

▽
卓
球

５
月
１３
日
か
ら
６
月
２４
日
ま

で
の
毎
週
土
曜
日
（
全
７
回
）

午
後
７
時
か
ら
９
時

▽
車
い
す
テ
ニ
ス

５
月
７
日
、
２１
日
、

６
月
４
日
、
１８
日
、
７
月
２
日
、
１６

日
、
３０
日
の
日
曜
日
（
全
７
回
）

午
前
１０
時
か
ら
正
午

※
障
害
の
程
度
に
応
じ
て
、
ス
ポ
ー
ツ

ま
た
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
お
こ

な
い
ま
す
。

場
所

愛
知
勤
労
身
体
障
害
者
体
育
館

愛
知
県
稲
沢
市
祖
父
江
町
祖
父
江
寺

西
１４
番
５

対
象

身
体
障
害
者

定
員

▽
卓
球

２０
名

▽
車
い
す
テ
ニ
ス

１２
名

※
先
着
順
。
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、

初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

受
講
料

無
料

申
込
期
間

４
月
１
日
G
か
ら
２３
日
A

問
合
せ
先

愛
知
県
勤
労
身
体
障
害
者

体
育
館
　
2
９７
―

６
６
３
０

平
成
１８
年
度
愛
知
県
男
女
共
同
参
画

支
援
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

実
施
期
間

５
月
か
ら
平
成
１９
年
３
月

ま
で
（
全
１２
回
）

場
所

愛
知
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

（
ウ
ィ
ル
あ
い
ち
）

※
交
通
費
は
実
費
支
給

募
集
人
員

１
名

応
募
要
件

▽
町
内
に
お
住
ま
い
で
、
概
ね
３０
歳
か

ら
５９
歳
ま
で
の
女
性

▽
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
は
、
男
女
共
同
参

画
の
啓
発
活
動
に
協
力
を
し
、
審
議

会
、
委
員
会
へ
の
登
用
に
応
じ
て
い

た
だ
け
る
方

内
容

女
性
を
巡
る
諸
問
題
に
関
す
る

知
識
、
情
報
を
提
供
す
る
た
め
の
女

性
学
、
法
律
、
経
済
、
国
際
問
題
、

労
働
、
県
行
政
等
に
つ
い
て

受
講
料

無
料

申
込
期
限

４
月
１４
日
F

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
レ
ポ
ー
ト

提
出
の
上
決
定

採
用
種
目

一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

資
格

２０
歳
以
上
２６
歳
未
満
の
方

※
２２
歳
未
満
は
大
卒
者
（
見
込
み
含
む
）

※
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
（
見
込
み
）

は
２８
歳
未
満

※
年
齢
は
平
成
１９
年
４
月
１
日
現
在

試
験
期
日

５
月
２０
日
G

※
飛
行
要
員
希
望
者
は
５
月
２０
日
G
と

２１
日
A

受
付
期
間

４
月
１
日
G
か
ら
５
月
１２
日
F

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

自
衛
隊
愛
知
地
方
連
絡
部

小
牧
募
集
セ
ン
タ
ー

2
０
５
６
８
―

７３
―

２
１
９
０

おし
らせ

25 平成18年4月号

募
　
集

募
　
集

講
習
会
・
教
室

講
習
会
・
教
室

男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ミ
ナ
ー

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階
／
地
域
振
興
課

　
94
―

０
５
３
０

2

自
衛
官
募
集

役
場
／
行
政
課

　
95
―

１
１
１
１
　
内
線
１
１
３

2

楽
し
い
体
操
教
室

温
水
プ
ー
ル
２
階
／
生
涯
学
習
課

　
95
―

３
１
５
５

2

身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
課

　
94
―

１
２
２
２

2



大
口
町
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
登
録
＆
元
気
な
ま

ち
づ
く
り
事
業
助
成
制
度
が
新
し
く
な

り
ま
す

町
で
は
、
平
成
１２
年
度
に
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

活
動
補
助
」、
平
成
１５
年
度
に
は
「
元
気

な
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成
」
の
制
度
を

つ
く
り
、「
参
画
と
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
４
月
か
ら
、
こ
の
２
つ
の
制

度
を
整
理
統
合
し
、
市
民
活
動
の
充
実

と
継
続
に
よ
る
「
ま
ち
の
元
気
力
ア
ッ

プ
」
を
目
指
し
ま
す
。

主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を
幅
広
く
と
ら
え
る

▼
こ
の
ま
ち
を
舞
台
に
し
た
市
民
活
動

団
体
の
情
報
を
集
め
、
発
信
す
る

▼
ま
ち
の
元
気
力
を
ア
ッ
プ
し
た
い
と

思
う
方
々
の
事
業
を
応
援
す
る

そ
こ
で
、
こ
の
新
し
い
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活

動
支
援
制
度
」
の
説
明
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。
今
な
に
か
を
テ
ー
マ

に
活
動
中
の
方
、
や
っ
て
み
た
い
け
ど

踏
み
切
れ
な
い
方
…
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機

会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

４
月
１６
日
A

午
前
１０
時
か
ら

正
午

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
　
多
目

的
室

３
月
３１
日
F
か
ら
、
平
成
１８
年
度
外

出
支
援
サ
ー
ビ
ス
助
成
券
（
タ
ク
シ
ー

券
）
を
交
付
し
ま
す
。
対
象
者
で
助
成

券
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
印
か

ん
を
必
ず
お
持
ち
の
上
、
福
祉
課
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

平
成
１７
年
度
（
平
成
１６
年
中
）

の
本
人
の
課
税
総
所
得
金
額
が
２
５

０
万
円
未
満
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

▽
満
８０
歳
以
上
の
方

▽
満
７５
歳
以
上
で
、
介
護
保
険
の
要
支

援
１
・
２
ま
た
は
要
介
護
１
か
ら
５

の
認
定
を
受
け
た
方

▽
満
７５
歳
以
上
の
単
身
高
齢
者
ま
た
は

満
７５
歳
以
上
の
者
の
み
で
構
成
さ
れ

る
高
齢
者
世
帯
に
属
す
る
方

▽
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
の
交
付

を
受
け
て
い
る
視
覚
・
聴
覚
・
体

幹
・
下
肢
に
障
害
を
有
す
る
方

▽
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
Ａ

判
定
の
方

▽
特
定
疾
患
医
療
費
給
付
事
業
受
給
者

票
保
持
者
（
受
給
者
票
提
示
が
必
要
）

助
成
額

タ
ク
シ
ー
等
の
基
本
料
金
等

相
当
額
（
助
成
券
の
使
用
は
乗
車
１

回
に
つ
き
１
枚
で
す
）

助
成
券
の
交
付
枚
数

年
間
２４
枚
以
内

※
必
要
な
方
に
は
、
１
回
に
限
り
さ
ら

に
２４
枚
以
内
で
追
加
交
付
し
ま
す
。

有
効
期
間

４
月
１
日
か
ら
平
成
１９
年

３
月
３１
日

昼
間
電
話
で
住
民
票
交
付
の
予
約
を

す
れ
ば
、
そ
の
日
の
夜
間
、
土
・
日
曜

日
、
祝
日
に
住
民
票
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

電
話
予
約
受
付
時
間

平
日
　
午
前
８

時
３０
分
か
ら
午
後
５
時

※
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く

受
取
場
所

役
場
　
宿
直
室

※
西
側
通
用
口
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

受
取
時
間

▽
平
日

午
後
５
時
３０
分
か
ら
９
時

▽
土
、
日
曜
日
お
よ
び
祝
日

午
前
８

時
３０
分
か
ら
午
後
９
時

受
取
方
法

住
民
票
を
受
け
取
る
際
に
、

改
め
て
申
請
書
の
記
入
を
お
願
い
し

ま
す
。
印
か
ん
と
免
許
証
な
ど
の
受

取
人
本
人
を
確
認
で
き
る
も
の
を
必

ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
法
で
は
、
浄
化
槽
を
新
た
に

設
置
す
る
場
合
、
原
則
と
し
て
合
併
浄

化
槽
を
設
置
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
既
設
の
単
独
浄

化
槽
を
使
用
し
て
い
る
場
合
は
、
合
併

浄
化
槽
へ
の
転
換
に
努
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
し
尿
汲
み
取
り
便
所
お
よ

び
単
独
浄
化
槽
か
ら
合
併
浄
化
槽
へ
切

り
替
え
た
場
合
に
設
置
費
の
補
助
を
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
区
域

公
共
下
水
道
都
市
計

画
決
定
区
域
（
一
部
の
区
域
は
補
助

対
象
）
お
よ
び
農
業
集
落
排
水
供
用

開
始
区
域
以
外
の
区
域

補
助
対
象
要
件

大
口
町
住
宅
改
修
費

助
成
事
業
実
施
要
綱
の
補
助
対
象
に

な
り
、
合
併
浄
化
槽
を
設
置
す
る
方

※
新
築
や
同
一
敷
地
内
で
の
建
物
の
取

り
壊
し
に
よ
る
改
築
に
伴
う
場
合
を

除
く

補
助
限
度

５
人
槽

３５
万
４
０
０
０
円

６
・
７
人
槽

４１
万
１
０
０
０
円

８
〜
１０
人
槽

５１
万
９
０
０
０
円

申
込
み

４
月
１７
日
B
か
ら
役
場
環
境

経
済
課
で
受
付
け
し
ま
す
。

おし
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そ
の
他

そ
の
他

電
話
に
よ
る
住
民
票
の
請
求

役
場
／
生
活
課

　
95
―

１
１
１
１
　
内
線
１
２
７

2

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
支
援
制
度
説
明
会

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階
／
地
域
振
興
課

　
94
―

０
５
３
０

2

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
助
成
券
交
付

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
課

　
94
―

１
２
２
２

2

合
併
浄
化
槽
へ
の
切
り
替
え
を

役
場
／
環
境
経
済
課

　
95
―

１
１
１
１
　
内
線
１
６
８

2
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町
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
小
・
中

学
校
に
通
う
児
童
、
生
徒
の
学
用
品
費

や
給
食
費
な
ど
の
負
担
が
困
難
な
保
護

者
に
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
援
助
し
ま

す
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

小
・
中
学
校
ま
た
は
学
校
教
育
課
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者

平
成
１７
年
度
に
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
し
た
保
護
者

▽
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
の
停
止

お
よ
び
廃
止

▽
町
民
税
の
非
課
税
お
よ
び
減
免

▽
国
民
年
金
保
険
料
の
減
免

▽
児
童
扶
養
手
当
法
に
基
づ
く
児
童
扶

養
手
当
の
支
給

▽
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
ま
た
は
徴

収
の
猶
予

▽
世
帯
更
正
貸
付
金
に
よ
る
貸
付
け
等

小
学
校
入
学
式

４
月
６
日
E

南
小
学
校

午
前
８
時
４５
分
受
付

西
小
学
校

午
前
８
時
５０
分
受
付

北
小
学
校

午
前
９
時
受
付

中
学
校
入
学
式

４
月
７
日
F

大
口
中
学
校
・
北
部
中
学
校

午
前
８
時
３０
分
受
付

※
入
学
式
当
日
は
、
郵
送
済
の
「
就
学

通
知
書
」
を
受
付
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
通
知
書
が
届
い
て
い
な
い
方

や
、
欠
席
を
さ
れ
る
方
は
、
学
校
教

育
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

新
川
流
域
総
合
治
水
対
策
協
議
会
で

は
、
総
合
治
水
対
策
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
大
き
な
ポ
ン
プ
場
や
水
を
貯

め
る
施
設
な
ど
を
バ
ス
で
ま
わ
っ
て
見

学
し
ま
す
。

昼
食
時
に
は
楽
し
い
ク
イ
ズ
大
会
も

お
こ
な
い
ま
す
。

日
時

５
月
２１
日
A

午
前
９
時
３０
分

か
ら
午
後
４
時
頃
（
予
定
）

集
合
場
所

愛
知
県
庁

見
学
予
定
地

内
津
川
と
内
津
川
放
水

路
（
春
日
井
市
）
▽
生
地
川
ビ
オ
ト

ー
プ
（
春
日
井
市
）
▽
落
合
公
園

（
春
日
井
市
・
昼
食
＆
ク
イ
ズ
大
会
）

▽
神
明
公
園
（
豊
山
町
）
▽
中
江
川

排
水
機
場
（
北
名
古
屋
市
）

※
雨
天
の
場
合
は
見
学
地
が
変
わ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

対
象

町
内
に
お
住
ま
い
の
小
学
生

（
新
４
年
生
〜
６
年
生
）
と
そ
の
保
護

者
参
加
費

無
料
（
昼
食
代
含
む
）

※
た
だ
し
、
集
合
場
所
ま
で
の
交
通
費

は
参
加
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

定
員

８０
名

申
込
み

官
製
は
が
き
に
住
所
、
電
話

番
号
、
保
護
者
の
氏
名
・
性
別
、
お

子
さ
ん
の
氏
名
・
性
別
・
学
年
を
記

入
の
上
、
次
の
あ
て
先
ま
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。

※
電
話
番
号
に
つ
い
て
は
、
当
日
の
緊

急
連
絡
先
と
し
て
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
込
先

〒
４
８
０
―

０
１
４
４

大
口
町
下
小
口
七
丁
目
１
５
５
番
地

大
口
町
役
場
　
建
設
課

「
親
子
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
希
望
」
係

申
込
締
切

４
月
１４
日
F
必
着

そ
の
他

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

の
上
、
当
否
に
か
か
わ
ら
ず
４
月
３０

日
A
頃
ま
で
に
結
果
を
郵
送
し
ま
す
。

４
月
１
日
か
ら
「
ウ
ィ
ル
大
口
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
事
務
所
を
、
温
水
プ
ー

ル
２
階
か
ら
総
合
運
動
場
管
理
棟
内
へ

移
転
し
ま
す
。
な
お
、
電
話
番
号
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
番
号
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

新
事
務
所

〒
４
８
０
―

０
１
４
４

大
口
町
下
小
口
六
丁
目
１
５
０
番
地

大
口
町
総
合
運
動
場
　
管
理
棟
内

問
合
せ
先

ウ
ィ
ル
大
口
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
　
2
９５
―

９
０
３
３

就
学
援
助

中
央
公
民
館
／
学
校
教
育
課

　
95
―

４
４
４
６

2

小
・
中
学
校
入
学
式

中
央
公
民
館
／
学
校
教
育
課

　
95
―

４
４
４
６

2
新
川
流
域
親
子
フ
ォ
ー
ラ
ム

役
場
／
建
設
課

　
95
―

１
１
１
１
　
内
線
１
７
７

2

事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ

温
水
プ
ー
ル
２
階
／
生
涯
学
習
課

　
95
―

３
１
５
５

2

総合運動場

テニスコート

ほほえみプラザ

御桜乃里

新宮2丁目北

尾北看護専門学校尾北看護専門学校尾北看護専門学校

旧事務所
（温水プール2階）

テ

新事務所
（総合運動場管理棟内）



「
第
５
回
や
ろ
舞
い
大
祭
」開
催
日
が
決
定
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、や
ろ
舞
い
大
祭
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
！

※
参
加
チ
ー
ム
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
な
ど
、詳
細
は
広
報
お
お
ぐ
ち

　
６
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問合せ先　ほほえみプラザ２階地域振興課　294-0530

『子どもは町の宝物！』

新学期が始まり、子どもたちが外へでかける機会
も増えてきますが、一人きりの子どもを狙って声を
かけ、強引に車に引き込んで連れ去る事件が各地で
発生しています。登下校時には子どもに次のことを
心がけさせましょう。
◇友だちなどと複数で登下校させる
◇一人になってしまう時は周りに怪しい人がいない
か注意する

◇道草をせず、必ず通学路を通る
◇学校の外では名札をはずす（名前がわかると声を
かけられやすくなります）靴に名前を書く場合は
内側に書き込むようにしましょう

◇知らない車が止まったら、車の後ろの方へ逃げる
各学校区では「あんしんパトロール団」が見守っ

ていますが、細部までは目が届きません。ぜひ、地
域の方のご協力をお願いします。

国
民
年
金
な
ど
の
年
金
制
度
の
改
正

が
４
月
か
ら
順
次
実
施
さ
れ
ま
す
。

●
国
民
年
金

▽
保
険
料
額
が
改
正
さ
れ
ま
す

４
月
か
ら
平
成
１９
年
３
月
ま
で
の
国

民
年
金
保
険
料
は
、
月
額
１
万
３
８
６

０
円
（
月
２
８
０
円
引
上
げ
）
と
な
り

ま
す
。
基
礎
年
金
額
の
３
分
の
１
（
将

来
は
２
分
の
１
）
は
国
庫
負
担
で
す
。

国
庫
負
担
が
あ
る
こ
と
で
、
平
均
で
は

納
付
し
た
額
の
1.7
倍
以
上
の
年
金
が
受

け
取
れ
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

●
年
金
給
付
関
係

▽
平
成
１８
年
度
の
年
金
額
は
0.3
％
引
き

下
げ
と
な
り
ま
す

平
成
１７
年
の
平
均
の
全
国
消
費
者
物

価
指
数
に
合
わ
せ
、
平
成
１８
年
度
の
年

金
額
は
、
前
年
度
よ
り
0.3
％
少
な
い
額

と
な
り
ま
す
。
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金

の
場
合
は
、
月
額
２
０
０
円
ほ
ど
引
き

下
げ
と
な
り
ま
す
。
４
月
分
か
ら
新
し

い
年
金
額
と
な
り
ま
す
の
で
、
６
月
の

定
期
支
払
（
４
、
５
月
分
）
か
ら
年
金

額
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

▽
障
害
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
等

を
併
せ
て
受
給
で
き
ま
す

平
成
１８
年
度
か
ら
、
６５
歳
以
上
の
方

は
、
障
害
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金

等
を
併
せ
て
受
給
（
併
給
）
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

併
給
を
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
選
択
申

出
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

▽
年
金
被
保
険
者

2
０
５
７
０
―

０５
―

１
１
６
５

▽
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

2
０
５
７
０
―

０７
―

１
１
６
５

生
後
３
か
月
か
ら
１１
歳
未
満
の
お
子

さ
ん
の
保
護
者
を
対
象
に
、
病
後
児
保

育
利
用
料
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
金
額

利
用
料
の
２
分
の
１

※
限
度
額
　
１
０
０
０
円
／
日

対
象
者

▽
町
内
に
お
住
ま
い
で
、
国
の
定
め
る

基
準
に
適
合
し
た
施
設
が
実
施
す
る

病
後
児
保
育
を
利
用
す
る
方

▽
生
後
３
か
月
か
ら
１１
歳
未
満
の
方

▽
病
気
回
復
期
に
あ
り
、
集
団
保
育
が

困
難
な
方

▽
保
護
者
の
勤
務
等
に
よ
り
、
家
庭
で

の
育
児
を
お
こ
な
う
の
が
困
難
な
方

利
用
方
法

申
請
書
に
利
用
料
領
収
書

を
添
付
の
上
、
こ
ど
も
課
へ
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
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おし
らせ

２
月
１５
日
D
、
南
保
育
園
で
お
茶

会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
日
本
の
文
化
に
触
れ
な
が

ら
園
児
に
礼
儀
作
法
を
身
に
つ
け
て

も
ら
お
う
と
、
井
上
豊
子
先
生
（
豊

田
区
）
を
お
招
き
し
て
毎
年
お
こ
な

っ
て
い
る
も
の
で
す
。

遊
戯
室
に
設
け
ら
れ
た
茶
席
で
、

園
児
た
ち
は
先
生
に
教
わ
り
な
が
ら
、

お
菓
子
を
運
ん
だ
り
お
抹
茶
を
た
て

た
り
し
て
、
礼
儀
作
法
を
し
っ
か
り

と
学
び
ま
し
た
。
最
初
は
緊
張
ぎ
み

だ
っ
た
園
児
た
ち
も
、
歩
き
方
や
お

菓
子
の
い
た
だ
き
方
、
お
茶
の
飲
み

方
な
ど
、
だ
ん
だ
ん
と
立
ち
振
る
舞

い
が
様
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

小
さ
い
頃
か
ら
こ
う
し
た
日
本
の

文
化
に
触
れ
ら
れ
た
こ
と
は
、
園
児

た
ち
に
と
っ
て
も
、
よ
い
経
験
に
な

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

お
茶
で
知
る
和
の
こ
こ
ろ
　
南
保
育
園
で
お
茶
会

▲けっこうなお手前で…

あなたの身のまわりの
「まちの話題」をお寄せください。
　役場　情報課　広報担当まで
　　95-1111　内線162

春の春の交通安全交通安全県民運動県民運動
4月6日（木）～日（木）～1515日（土）日（土）

春の交通安全県民運動
4月6日（木）～15日（土）

　
こ
の
春
か
ら
、新
入
学
児
や
新
入
園
児

　
こ
の
春
か
ら
、新
入
学
児
や
新
入
園
児

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
子
ど
も
た
ち
。新
し

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
子
ど
も
た
ち
。新
し

い
環
境
の
も
と
、不
慣
れ
な
生
活
の
中
で
の

い
環
境
の
も
と
、不
慣
れ
な
生
活
の
中
で
の

交
通
事
故
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

交
通
事
故
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、昨
年
は
こ
の
時
期
に
、高
齢
者
に

　
ま
た
、昨
年
は
こ
の
時
期
に
、高
齢
者
に

よ
る
自
転
車
、原
動
機
付
自
転
車
、自
動
二

よ
る
自
転
車
、原
動
機
付
自
転
車
、自
動
二

輪
車
の
交
通
事
故
が
多
発
し
ま
し
た
。
少

輪
車
の
交
通
事
故
が
多
発
し
ま
し
た
。
少

し
の
油
断
、不
注
意
が
重
大
な
事
故
に
繋
が

し
の
油
断
、不
注
意
が
重
大
な
事
故
に
繋
が

り
ま
す
。『
ま
だ
い
け
る
　
ま
だ
大
丈
夫
は

り
ま
す
。『
ま
だ
い
け
る
　
ま
だ
大
丈
夫
は

　
も
う
危
険
！
』を
合
言
葉
に
、信
号
が
黄

　
も
う
危
険
！
』を
合
言
葉
に
、信
号
が
黄

色
に
な
っ
た
ら
止
ま
る
習
慣
を
身
に
付
け

色
に
な
っ
た
ら
止
ま
る
習
慣
を
身
に
付
け

ま
し
ょ
う
。

ま
し
ょ
う
。

　
町
で
は
、交
通
安
全
県
民
運
動
期
間
中
、

　
町
で
は
、交
通
安
全
県
民
運
動
期
間
中
、

啓
発
の
た
め
に
街
頭
監
視
活
動
な
ど
を
お

啓
発
の
た
め
に
街
頭
監
視
活
動
な
ど
を
お

こ
な
い
ま
す
。
期
間
中
に
限
ら
ず
、交
通
社

こ
な
い
ま
す
。
期
間
中
に
限
ら
ず
、交
通
社

会
に
生
き
る
一
員
と
し
て
、責
任
あ
る
行
動

会
に
生
き
る
一
員
と
し
て
、責
任
あ
る
行
動

を
取
り
ま
し
ょ
う
。

を
取
り
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
春
か
ら
、新
入
学
児
や
新
入
園
児

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
子
ど
も
た
ち
。新
し

い
環
境
の
も
と
、不
慣
れ
な
生
活
の
中
で
の

交
通
事
故
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、昨
年
は
こ
の
時
期
に
、高
齢
者
に

よ
る
自
転
車
、原
動
機
付
自
転
車
、自
動
二

輪
車
の
交
通
事
故
が
多
発
し
ま
し
た
。
少

し
の
油
断
、不
注
意
が
重
大
な
事
故
に
繋
が

り
ま
す
。『
ま
だ
い
け
る
　
ま
だ
大
丈
夫
は

　
も
う
危
険
！
』を
合
言
葉
に
、信
号
が
黄

色
に
な
っ
た
ら
止
ま
る
習
慣
を
身
に
付
け

ま
し
ょ
う
。

　
町
で
は
、交
通
安
全
県
民
運
動
期
間
中
、

啓
発
の
た
め
に
街
頭
監
視
活
動
な
ど
を
お

こ
な
い
ま
す
。
期
間
中
に
限
ら
ず
、交
通
社

会
に
生
き
る
一
員
と
し
て
、責
任
あ
る
行
動

を
取
り
ま
し
ょ
う
。

●
子
ど
も
や
高
齢
者
を

交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

●
自
転
車
の
安
全
利
用
を
進
め
よ
う

●
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

を
正
し
く
つ
け
よ
う

●
飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

問合せ先 役場　行政課　295-1111 内線115

▼コノハ警部
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２
月
２２
日
D
、
西
保
育
園
の
誕
生

会
で
、
下
小
口
区
竹
田
の
若
鮎
会
と

千
歳
会
の
方
た
ち
が
、
伝
統
芸
能

「
銭
太
鼓
」
と
「
花
笠
音
頭
」
を
披

露
し
ま
し
た
。

銭
太
鼓
と
は
、
筒
の
中
に
５
円
玉

を
入
れ
た
物
を
回
し
た
り
叩
い
た
り

し
て
音
を
鳴
ら
す
楽
器
で
、
く
る
く

る
と
見
事
な
銭
太
鼓
さ
ば
き
に
園
児

た
ち
も
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

若
鮎
会
と
千
歳
会
の
方
た
ち
は
、

週
１
回
の
練
習
を
続
け
、
美
濃
加
茂

に
あ
る
「
日
本
昭
和
村
」
で
も
、
年

２
回
銭
太
鼓
を
披
露
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

く
る
り
く
る
り
銭
太
鼓
♪

２
月
１５
日
D
、
堀
尾
跡
公
園
内
に

木
製
の
丸
太
ベ
ン
チ
５
脚
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
丹
羽
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
と
島
根
県
の
松
江
湖
城
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
、
友
好
結
成
１０
周
年

を
記
念
し
て
大
口
町
へ
寄
贈
さ
れ
た

も
の
で
す
。

島
根
県
松
江
市
は
、
大
河
ド
ラ
マ

『
功
名
が
辻
』
の
主
人
公
・
山
内
一

豊
の
友
で
あ
る
大
口
町
出
身
の
堀
尾

吉
晴
が
築
城
し
た
松
江
城
で
知
ら

れ
、
こ
の
縁
で
両
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
は
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

当
日
は
堀
尾
跡
公
園
姥
堂
前
で
式

典
が
お
こ
な
わ
れ
、
公
園
内
に
真
新

し
い
ベ
ン
チ
が
お
目
見
え
し
ま
し

た
。 木

製
丸
太
ベ
ン
チ
寄
贈

２
月
２５
日
G
、
西
児
童
セ
ン
タ
ー
で

『
げ
ん
き
！！
ク
ラ
ブ
』
主
催
に
よ
る

『
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
』
が
お
こ
な
わ
れ
、

会
場
は
大
勢
の
親
子
づ
れ
な
ど
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
江
南
短
大
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
研
究

会
の
学
生
ら
が
「
赤
ず
き
ん
」
な
ど
を

披
露
。
ま
た
、
オ
カ
リ
ナ
グ
ル
ー
プ

『
ピ
ッ
コ
ロ
』
に
よ
る
演
奏
で
は
ア
ニ

メ
曲
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち

も
そ
の
音
色
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

最
後
に
は
鳴
子
お
ど
り
チ
ー
ム
『
あ

さ
ぎ
』
が
登
場
し
、
子
ど
も
た
ち
も
一

緒
に
楽
し
く
踊
り
ま
し
た
。

あ
つ
ま
れ
ば
み
ん
な
友
だ
ち
！

西
児
童
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

３
月
１
日
D
、『
春
の
火
災
予
防
週

間
』
の
啓
発
運
動
と
し
て
、
大
口
町
消

防
団
と
丹
羽
消
防
署
が
、
町
内
の
保
育

園
・
幼
稚
園
で
、
防
火
パ
レ
ー
ド
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
天
気
と
な
り
ま

し
た
が
、
消
防
の
お
兄
さ
ん
た
ち
と
一

緒
に
登
場
し
た
サ
ル
と
ペ
ン
ギ
ン
に
子

ど
も
た
ち
も
大
は
し
ゃ
ぎ
。
握
手
を
し

た
り
、
抱
っ
こ
を
し
て
も
ら
い
な
が
ら

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

最
後
に
園
児
た
ち
は
、
大
森
消
防
団

長
と
「
火
遊
び
は
絶
対
し
な
い
」
と
約

束
し
、
消
防
の
お
兄
さ
ん
達
か
ら
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

火
遊
び
は
し
な
い
よ
！

春
の
火
災
予
防
週
間
防
火
パ
レ
ー
ド

平成18年4月号 30

▲火遊びしないよ！

▲オカリナの音色にうっとり

▲寄贈された木製丸太ベンチ

▲華麗な銭太鼓さばき
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結
構
普
通
だ
っ
た
り
し
て
…

テ
レ
ビ
局
で
働
い
て
い
ま
す
。
小

さ
い
頃
か
ら
テ
レ
ビ
に
は
興
味
が
あ

っ
た
の
で
、
毎
日
が
楽
し
い
で
す
ね
。

テ
レ
ビ
局
と
い
う
と
、
昼
も
夜
も

な
く
て
す
ご
く
大
変
そ
う
な
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
が
、
私
の

部
署
は
で
き
あ
が
っ
た
番
組
の
管
理

が
主
な
仕
事
な
の
で
、
普
通
に
規
則

正
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
（
笑
）

こ
の
仕
事
を
し
て
い
る
と
、
芸
能

人
に
会
う
機
会
も
多
く
な
る
わ
け
で
、

最
近
で
は
Ｂ
ｏ
Ａ
ち
ゃ
ん
を
間
近
で

見
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
で
見
る
よ
り
小

さ
く
て
か
わ
い
か
っ
た
の
で
、
思
わ

ず
じ
ー
っ
と
見
ち
ゃ
い
ま
し
た
ね
。

あ
と
、
同
じ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に

『
さ
ま
ぁ
〜
ず
』
の
大
竹
さ
ん
が
乗
っ

て
た
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
後

か
ら
三
村
さ
ん
が
乗
っ
て
く
る
ま
で

気
付
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
普
段
は
結

構
普
通
の
人
な
ん
で
す
よ
（
笑
）

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
！

中
学
、
高
校
と
テ
ニ
ス
を
や
っ
て

い
ま
し
た
。
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら

は
、
テ
ニ
ス
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

も
や
っ
て
い
ま
し
た
。
今
で
も
週
１

回
は
テ
ニ
ス
で
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

テ
ニ
ス
は
小
さ
い
子
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
、
そ
れ
に
家
族
み
ん
な
で
で

き
る
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
、
皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

取
材
に
て

―

「
あ
ま
り
外
で
遊
ば
な
い
子
た
ち

に
も
、
ぜ
ひ
テ
ニ
ス
で
体
を
動
か
す

楽
し
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う

川
本
さ
ん
。
テ
ニ
ス
も
仕
事
も
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。 川本陽子さん（秋田）

Ｓ57・3・10生

町内にお住まいの２０代の
皆さんが、リレーで登場！

31 平成18年4月号
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事
例
１

海
外
で
使
え
な
い
機
種
の
は

ず
な
の
に
、
海
外
で
不
正
利
用
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。

原
因

こ
の
機
種
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
「
国
内
専
用
」
と
書
か
れ
て
お
り
、

相
談
者
は
海
外
で
は
利
用
で
き
な
い

携
帯
電
話
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

し
た
が
、
実
際
に
は
携
帯
電
話
に
挿

入
さ
れ
て
い
る
※
１

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
海

外
で
利
用
可
能
な
携
帯
電
話
の
も
の

と
差
し
替
え
る
と
、
海
外
で
も
利
用

で
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

事
例
２

国
際
電
話
契
約
の
上
限
を
超

え
た
請
求
を
受
け
た
。

原
因

携
帯
電
話
会
社
で
は
、
国
際
電

話
と
※
２

国
際
ロ
ー
ミ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

が
別
の
サ
ー
ビ
ス
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
違
い
に
つ
い
て
理
解
し
て

い
る
消
費
者
は
少
な
い
よ
う
で
す
。

携
帯
電
話
の
場
合
、
日
本
か
ら
海
外

の
番
号
に
か
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
国
際

電
話
と
い
い
、
海
外
で
利
用
す
る
場

合
は
国
際
ロ
ー
ミ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
と

呼
ん
で
い
ま
す
。

●
ア
ド
バ
イ
ス

国
際
ロ
ー
ミ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
め
ぐ

る
ト
ラ
ブ
ル
は
、
消
費
者
の
認
知
度
と

携
帯
電
話
各
社
の
説
明
が
不
十
分
な
こ

と
が
招
い
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
被
害

が
高
額
に
な
る
お
そ
れ
も
あ
る
の
で
、

利
用
す
る
際
に
は
、
次
の
点
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

①
説
明
書
な
ど
を
よ
く
確
認
し
、
不
明
な

点
は
電
話
会
社
に
説
明
を
求
め
る
。

②
海
外
で
紛
失
・
盗
難
に
あ
っ
た
時
に
は

早
急
に
電
話
会
社
に
利
用
停
止
の
連

絡
を
す
る
。

③
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
際
に
は
第
三

者
が
携
帯
電
話
を
不
正
に
使
用
す
る

の
を
防
止
す
る
た
め
の
暗
証
番
号
を

設
定
す
る
。

④
海
外
で
利
用
す
る
必
要
が
な
け
れ
ば
、

国
際
ロ
ー
ミ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
申
し

込
ま
な
い
。

※
１
　
携
帯
電
話
会
社
が
発
行
す
る
契
約
者
情
報

を
記
録
し
た
カ
ー
ド
。
着
脱
可
能
で
あ

り
、
こ
の
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、
利
用
者

の
識
別
も
で
き
る
。

※
２
　
海
外
で
も
国
内
携
帯
電
話
会
社
の
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
と
い
う
も
の
。

「
海
外
で
利
用
で
き
る
携
帯
電
話
」
の
ト
ラ
ブ
ル



No.52
1

みやた
　こは

ぎちゃん
No.520いわこし　ここねちゃん

ど
、
頭
が
重
た
く
て
エ
ビ
ぞ
り
に
な

っ
ち
ゃ
う
の
。
で
も
、
み
ん
な
喜
ん

で
く
れ
る
か
ら
、
う
れ
し
く
て
何
度

も
や
っ
ち
ゃ
う
ん
だ
。

夜
は
パ
パ
が
遊
ん
で
く
れ
る
か
ら
、

パ
パ
が
帰
っ
て
き
た
ら
笑
顔
で
お
か

え
り
す
る
ん
だ
。
マ
マ
と
は
、
い
っ

ぱ
い
お
話
す
る
ん
だ
。
マ
マ
に
負
け

な
い
く
ら
い
お
し
ゃ
べ
り
さ
ん
に
な

る
か
も
。

じ
い
ち
ゃ
ん
や
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
に

も
大
切
に
し
て
も
ら
っ
て
幸
せ
だ
よ
。

こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
よ
ろ
し
く
ね
。

（
豊
田
）

お
父
さ
ん
　
宮
田
　
真
行

お
母
さ
ん
　
　
　
　
早
紀

は
じ
め
ま
し
て
、
宮
田
小
萩
で
す
。

平
成
17
年
10
月
24
日
に
２
９
０
０
グ

ラ
ム
で
産
ま
れ
ま
し
た
。

体
を
動
か
す
の
が
大
好
き
で
、
特

技
は
『
金
の
シ
ャ
チ
ホ
コ
ポ
ー

ズ
』
！
『
キ
ー
ッ
』
と
気
合
い
を
入

れ
て
寝
返
り
し
よ
う
と
す
る
ん
だ
け

こ
ん
に
ち
は
！
岩
越
心
寧
で
す
。

毎
日
、
笑
っ
て
泣
い
て
の
忙
し
い

日
々
を
元
気
い
っ
ぱ
い
過
ご
し
て
い

ま
す
。
た
だ
い
ま
５
か
月
の
心
寧
に

パ
パ
と
マ
マ
は
悪
戦
苦
闘
中
み
た
い
。

夜
泣
き
も
す
る
し
、
ず
ー
っ
と
抱
っ

こ
し
て
く
れ
な
き
ゃ
イ
ヤ
だ
け
ど
、

こ
の
号
が
出
る
頃
に

は
、
も
う
咲
き
始
め
て

い
る
だ
ろ
う
か
。
今
年

の
桜
の
開
花
予
想
は
、

平
年
に
比
べ
て
少
し
早

め
ら
し
い
。
▼
五
条
川
の
桜
並
木
は
、
毎
年
多

く
の
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。
一

斉
に
咲
き
誇
る
そ
の
姿
は
壮
観
、
そ
れ
で
い
て

一
つ
ひ
と
つ
の
花
び
ら
は
繊
細
で
、
は
か
な
く

散
り
ゆ
く
様
に
は
心
打
た
れ
る
人
も
多
い
だ
ろ

う
。
▼
そ
ん
な
美
し
い
桜
と
は
反
対
に
、
気
に

な
る
の
が
花
見
の
ゴ
ミ
。
ほ
と
ん
ど
の
人
は
き

ち
ん
と
処
理
し
て
い
る
と
思
う
が
、
一
部
の
人

た
ち
が
道
路
な
ど
に
捨
て
て
い
っ
た
ゴ
ミ
の
せ

い
で
、
せ
っ
か
く
の
桜
が
楽
し
め
な
く
な
る
よ

う
で
は
少
し
悲
し
い
。
▼
花
見
は
楽
し
く
、
で

も
最
後
は
き
っ
ち
り
と
後
片
付
け
を
す
る
。
マ

ナ
ー
を
守
っ
て
楽
し
い
花
見
を
。（
ヨ
シ
ム
ネ
）
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Ｅメールアドレス　　　info@town.oguchi.lg.jp

心
寧
の
最
高
の
笑
顔
で
パ
パ
と
マ
マ

は
が
ん
ば
れ
る
ん
だ
。

早
く
家
族
３
人
で
手
を
つ
な
い
で

散
歩
し
た
り
、
マ
マ
と
一
緒
に
お
料

理
し
た
り
…
。
ア
レ
も
コ
レ
も
と
心

寧
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
す
で
に
い
っ

ぱ
い
。
つ
い
色
ん
な
こ
と
を
想
像
し

ち
ゃ
う
の
。

で
も
今
し
か
な
い
こ
の
時
間
も
大

切
に
過
ご
し
て
、
元
気
い
っ
ぱ
い
す

く
す
く
成
長
す
る
か
ら
ね
！！

（
上
小
口
）

お
父
さ
ん
　
岩
越
　
正
人

お
母
さ
ん
　
　
　
　
和
代

人　口 計　21,271人　 男性　10,726人（前月比　－16人）
（3月1日現在） 女性　10,545人（前月比　＋5人）
世帯数 7,147世帯（前月比　－6世帯）

○
月
×
日

お
兄
ち
ゃ
ん
の
勇
介
と

弟
の
大
介
。
２
人
で
遊
ん
で
い
て
く

れ
る
か
ら
、
マ
マ
は
と
っ
て
も
楽
チ

ン
♪
で
も
時
々
「
エ
ー
ン
」
っ
て
泣

き
声
が
…
。
ケ
ン
カ
か
な
？
と
の
ぞ

い
て
み
た
ら
、
勇
介
が
大
介
の
指
を

カ
プ
ッ
！
い
っ
つ
も
勇
介
が
か
み
つ

い
て
大
介
が
泣
か
さ
れ
て
る
み
た
い
。

た
ま
に
は
優
し
く
し
て
あ
げ
て
ね
。

○
月
×
日

い
と
こ
の
お
う
ち
で
初

め
て
犬
を
間
近
に
見
た
勇
介
と
大
介
。

好
奇
心
の
強
い
大
介
は
、
ワ
ン
コ
に

興
味
津
々
。
い
た
ず
ら
顔
で
何
度
も

ワ
ン
コ
の
鼻
を
ム
ギ
ュ
っ
て
さ
わ
っ

て
満
足
そ
う
♪
反
対
に
勇
介
は
逃
げ

て
ば
っ
か
り
…
。
ワ
ン
コ
が
『
遊
び

た
い
』
っ
て
言
っ
て
る
よ
（
笑
）

○
月
×
日

最
近
み
ん
な
の
言
う
言

葉
を
マ
ネ
す
る
よ
う
に
な
っ
た
勇
介
。

『
ハ
イ
』
っ
て
お
返
事
も
、
誰
か
に
似

て
る
と
思
っ
た
ら
、
お
姉
ち
ゃ
ん
が

マ
マ
に
叱
ら
れ
た
時
に
言
う
『
ハ
イ
』

に
そ
っ
く
り
。
お
姉
ち
ゃ
ん
が
叱
ら

れ
て
る
時
は
２
人
と
も
静
か
に
な
っ

ち
ゃ
う
け
ど
、
よ
く
見
て
る
ん
だ
ね
。

145

今
井
さ
ゆ
り
さ
ん
（
中
小
口
）

勇
介
く
ん
（
Ｈ
16
・

５
・

４
生
）

大
介
く
ん
（
Ｈ
16
・

５
・

４
生
）

あ
す
か
ち
ゃ
ん
（
Ｈ
10
・

８
・

14
生
）
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